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資料１



　　　　①　ジェンダー平等社会

　　　　 ②　子どもの人権

　　　　③　高齢者の人権

　　　　④　障がいのある人の人権

　　　　⑤　部落差別（同和問題）

　　　　⑥　外国につながりのある人の人権

　　　 ⑦　患者等の人権

　　　　⑧　ビジネスにおける人権

　　　 ⑨　犯罪被害者等の人権

　　　　⑩　生活困窮者の人権

　　　　⑪　インターネット上における人権

　　　　⑫　さまざまな人の人権

合　計

 ■人権課題別番号と取組結果のテーマ分布

　（ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指針～藤沢市人権施策推進指針改定版～　第3章）

令和５年度
取組結果
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総
務
部
5

1

行
政
総
務
課

ジェンダー問題のトレンド
を追いかける

①

昨年度、事実婚カップルの人権に関する、
主に法令や裁判所の判決でのとらえ方を学
習した。事実婚を含むジェンダー問題は、法
令や判決での変化が大きいテーマであるこ
とから、今年度は、新たな動きを追いかける
こととした。

報道や契約している法令データベースから
の配信記事を注視し、ジェンダー問題に関
する法令や判決について、朝礼等で共有す
る。

今年度ここまで、特に裁判の判決で動きが
あった。主なものは次のとおり。
同性婚を認めないことが違憲とされた事件
（名古屋地裁、福岡地裁）
経済産業省でのトイレ使用制限が違法とさ
れた事件（最高裁）
戸籍上の性別変更に生殖腺除去手術を要
件とする規定が違憲とされた事件（最高裁）

直接的に業務につながったものではなかっ
たが、本課の業務は、庁内の職員や、他課
の事務に広くかかわることから、基礎知識と
して必須であるジェンダー問題のトレンドに
意識を向けることができた。
昨年度の事実婚についての取組みに関し、
委員から、諸外国の状況をテーマとしてはど
うかとのコメントをいただいていたが、今年度
は取り組めなかった。次年度へ引き継ぎた
い。

2
職
員
課

障がいのある職員への人
事上及び業務上配慮すべ
き事柄について学ぶ

④

障害者の雇用の促進等に関する法律施行
規則等の改正により、２０２４年４月から障が
い者の法定雇用率が段階的に引き上げられ
る。そのことに伴い、今後ますます障がい者
雇用を推進していく必要があり、障がいのあ
る職員への業務上の配慮について引き続き
学ぶ必要があるため。

キャリアアップ事務員が配置されている課等
との意見交換等を通じ、障がいのある職員
への人事上の配慮及び各職場において配
慮してもらうべき事項について学ぶ。

引き続きキャリアアップ事務員とともに業務を
実施する中で、障がいのある職員が職場に
在席していることが当然の環境という意識が
より浸透した。また、現在キャリアアップ事務
員が配置されている課のみならず、配置され
ていない課等とも積極的に意見交換を行
い、今後の配置にあたっての課題や、その
打開策について検討を行った。

今年度も障がいのある職員と業務を行うこと
で、障がいのある職員に対する合理的配慮
などの対応について、職員の理解が今まで
以上に深まった。また、様々な部署との意見
交換を通して、様々な課題も見えてきたた
め、障がいのある職員を特定部署に限らず、
全庁的に広く人事配置することを、今後の目
標としていきたい。

3

文
書
統
計
課

ハラスメントない職場づくり

⑧

多くの職員と接することが多い職場であるこ
とから、お互いの立場を尊重できるよう、ハラ
スメントについて理解を深め、働きやすい職
場環境を構築する。

様々なハラスメントについて、その具体例を
通じて学ぴ、意見交換等を行う。

朝礼、課内会議等の機会をとらえて、市の要
綱、ハラスメント指針等を確認するとともに、
その具体例を学び、意見交換等を行った。
相手の立場を尊重する意識や心構えを持つ
こと、ボタンの掛け違いがないよう、日頃から
のコミュニケーションが大切であることを学ん
だ。

お互いの人格を尊重しあうことが大切という
人権意識の基本に立ち返り、あらためてハラ
スメントとは何かを考え、多くの気づきの機会
を持つことができた。あらゆるハラスメントの
根絶に向け、職員間で共通の認識を持つこ
とにより、職員が安心して働ける職場環境づ
くりの一助となった。

4

情
報
シ
ス
テ
ム
課

我々を取り巻く人権課題を
改めて概観する

①
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

ここ数年一つの人権課題に特化した研修を
実施してきたが、今年度は我々が業務だけ
でなく、日々生活していく中でも様々な人権
課題に直面しているのではないか？気づか
ない内に人を傷つけているのではないか？
どうしたらそういうことを減らすことができるの
か？を目的に様々なテーマを概観し新たな
気づきを皆で共有するものとした。

多様なテーマかつ職場におけるケーススタ
ディを取り上げた映像教材を視聴し、それぞ
れについて課員でディスカッションを実施す
る。

DVD（「新・人権入門」）を視聴し、テーマごと
に課員全員で意見交換を実施し、研修担当
者が意見をまとめた上で気づきを伝え、再度
課員からのコメントをもらうというローテーショ
ンを実施した。

意見をまとめていくと、大きく上の世代、下の
世代で考え方が異なっていることが分かる。
やはり上の世代は、種々の課題について分
かってはいるが、昔は意識されなかったこと
のここ数年の変化に正直ついていけないと
いうこと。しかし下の世代は人権課題につい
て小さいころから学校等で学んでいたことも
あり、人権の重視が当たり前という印象。今
回の研修においては人権だけでなくコンプ
ライアンスの遵守も含め、もう世界的常識で
ある、そういう時代を生きているんだという理
解に至った。
下の世代の人権意識の高さはやはり研修に
よるものと考えられ、今後も定期的に人権研
修に取り組んでいきたい。

課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容
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総
務
部

（
つ
づ
き

）

5

行
革
内
部
統
制

推
進
室

障害者差別解消法を学ぶ

④

障害者差別解消法が施行され、約７年た
ち、改めて市職員として「不当な差別的取扱
いの禁止」や「合理的配慮の提供」について
意識を高めるとともに、同法が改正され、令
和６年度から事業者についても合理的配慮
の提供が義務化されることに伴い、出資法
人、指定管理者等も義務化の対象となるた
め、内容の再確認を行う。

資料等を確認し、障害者差別解消法につい
て見識を深めるとともに、課員全員で意見交
換を行う。

あらかじめ国作成の障害者差別解消法に係
るリーフレットや合理的配慮事業者義務化に
係るリーフレット、藤沢市職員サポートブック
を各自確認した上で、意見交換を行った。１
人ずつ感じたことや、これまでの業務におけ
る合理的配慮にかかわること、私生活にお
いて気が付いたことなどの話をし、各職員が
障がい者の人権について考える良い機会と
なった。

「合理的配慮を行うにあたって、知識を身に
着けるだけではなく、相手の立場に立つこ
と、日ごろから想定をしておくことが大切」
「お互いに配慮をし、感謝の気持ちを持つこ
とが大切」といった意見や、事業者が合理的
配慮のために工夫していた実例など、様々
な話を聞くことができ、多角的な視点から合
理的配慮、障がい者の人権について１人１
人が考えることができた。

企
画
政
策
部
5

6

企
画
政
策
課

ダイバーシティを学ぶ

⑧

SDGｓの普及や促進を所管する課であり、企
業等の様々なステークホルダーとの連携が
進む行政事務において、ダイバーシティを
理解しながら業務にあたることは非常に重要
だと考えたため。

e-JINZAIというweb研修ツールを利用して、
人権啓発政策として、ダイバーシティとは何
か、地域における、組織における、行政にお
けるダイバーシティとは何かを学び、業務に
活かす。

e-JINZAIというweb研修ツールが入り、それ
ぞれが適した時間に、ダイバーシティとは何
かを専門的に学び取組を進めることが出来
た。いかに多様な声を拾いながら行政運営
を推進していくかということは重要だと考える
ため、地域の多くのステークホルダーを知る
ことと、その中でもみんなでできそうなアイデ
アを持っているステークホルダーを探したり、
つなぎ合わせるよう仕事の中で取り組んでい
きたいという機運が高まった。

SDGｓの推進や企業等との連携を所管して
いることもあり、日頃からダイバーシティにつ
いての意識はしていたが、あらためて学ぶ
きっかけとなり、有意義だった。各々の学び
としたことで、それぞれがどう感じて、どのよう
に活かすかについて、共有することが難し
かった点については、反省点として挙げられ
る。

7
秘
書
課

改定された藤沢市人権施
策推進指針「ふじさわ人権
文化をはぐくむまちづくり
指針」について理解を深
める

⑦

人権に関する新たな課題を踏まえて改定さ
れた人権施策推進指針について内容をあら
ためて確認することで、各自の業務や日常
生活において人権について考える機会とす
る。

各自で「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづ
くり指針～藤沢市人権施策推進指針改定版
～」の内容を確認し、特に関心を持った人権
課題について共有する。

各自、業務の合間の時間を使いながら指針
について学習を行った。年度の後半におい
て、それぞれが関心のある人権課題につい
て共有する機会を設けたところ、インター
ネット上における人権や患者等の人権に関
心があるとの意見や、全てに興味があるとの
意見が出た。

あらためて指針の内容を理解するとともに、
他者がどのような人権課題に関心があるか
を知ることで、新たな人権課題に対する気づ
きを得る機会となりました。また、課の事業で
招いた講師からコロナ患者に対する人権に
ついて貴重なお話を伺ったこともあり、患者
等の人権尊重についての関心が高まったこ
とが特徴的でした。関心の高まりを捉えて、
来年度のテーマ設定の参考としたいと思い
ます。

8

広
報
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ

ョ
ン
課

人権を尊重した情報発信
を心がける

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩
⑪
⑫

課の特性上、対象に関わらず人権を意識し
て業務に携わる必要があり、また一度発信し
た情報は、取り消すことが困難なため。

新聞各紙、他自治体の広報紙、シティプロ
モーション活動を参考とし、人権に配慮した
表現方法・情報発信の在り方について、常
に担当内で確認しながら業務を進めていく。

日々の業務を通じて、人権に配慮した表現
方法・情報発信に努めることができた。

今後は、課内会議などで人権について話し
合うなど、より積極的な取組を行いたいと思
う。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

9

人
権
男
女
共
同

平
和
国
際
課

自分の「アンコンシャス・バ
イアス」に気づく

①

ジェンダー平等は人権課題の中で最初に挙
げられており、日本のジェンダーギャップ指
数の低さから見てもSDGｓ達成にはジェン
ダー平等社会の実現は最重要課題であるた
め。

無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）を
学び、自分の中の考え方の癖や価値観を知
ることにより、自分と他人の考え方は違うこ
と、それを認め受け止めることが大切である
ことを認識する。

１ アンコンシャス・バイアス動画（①組織リー
ダー編　②組織・家庭役割編）の視聴
　※両方又はどちらか
２ 感じたことや意見、自分の中にあるアンコ
ンシャス・バイアスを挙げる
３　２で出た意見等を課全体で共有する

この研修は、アンコンシャス・バイアスは誰に
でもあり、人それぞれ考え方や感じ方に違い
があるだけでそれ自体が悪いわけではなく、
違いを認められないことで否定や排除が生
まれることで人間関係に悪い影響を与える
おそれがあると知る機会となった。ジェン
ダー平等だけでなく全ての人権課題に通じ
るもので、日常生活においても大事な視点
であると感じた。

10

デ
ジ
タ
ル
推
進
室

スマートフォンやインター
ネットを使うことができない
人の 人権 につ いて 考え
る。

⑫

デジタル化を進める一方で、スマートフォン
やインターネットを使える人と使うことができ
ない人の間で情報格差（デジタルデバイド）
が発生しており、社会問題となっている。デ
ジタル推進室として、使うことができない人に
配慮したデジタル化の推進が求められるた
め。

現代社会において、デジタル技術を使うこと
ができないとどのような弊害があるのか、使う
ことができない側の人権について意見交換
を行う。

デジタル技術を使うことができないと、どのよ
うなことが困るのか、人権という観点から、行
政として求められていることは何か、使っても
らうためにデジタル推進室としてできることは
どのようなことがあるのか、等について室内
で意見交換を行った。

緊急時に即座に連絡することができない、コ
ミュニケーションの機会が減り孤立化する
等、デジタルデバイドの弊害について考えた
とともに、やりたいことにフォーカスしてアプリ
を紹介する等、デジタル機器を使うことは楽
しい、ということを伝える取組を行う必要があ
る、といった意見が出され、デジタル技術を
使うことができない人にも配慮したデジタル
化の推進について改めて考える機会となっ
た。

11
税
制
課

多文化共生の理解を深め
る

⑥

外国につながりのある市民に配慮したやさし
い日本語を活用した窓口対応を行うため。

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針」や「やさしい日本語研修資料」等から本
市の外国人住民の状況等について学び、や
さしい日本語を意識した窓口対応について
検討する。

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針」のほか、「生活・仕事ガイドブック～日本
で生活する外国人のみなさんへ～（出入国
在留管理庁監修）」等を用いて、本市での取
組の確認や理解を深めるとともに、朝礼や課
内会議等で感想や意見交換を行い、外国に
つながりのある人の人権に関する意識啓発
を図った。

窓口での接遇を想定した意見交換を行う中
で、多言語による申請書記入例の検討な
ど、外国につながりのある人の人権に関する
意識啓発が図れた。引き続き、個々の「違
い」を受け入れ、認め合い、生かしていくD&I
の推進により、様々な人権に対する理解を
深める必要があると考えております。

12
納
税
課

固定的性別役割分担意識
の解消

①

SDGｓの目標５に「ジェンダー平等を実現しよ
う」が掲げられており、女性のエンパワーメン
トとジェンダー平等は重要なテーマとなって
います。納税課では、妊娠や出産、また育
児休暇を取得する職員が多く、固定的な性
別役割分担意識の解消や女性のキャリア形
成支援への理解が不可欠となっています。

マタニティハラスメントのない、人権を尊重し
たジェンダー平等の職場づくりを通じ、固定
的な性別役割分担意識の解消と女性職員
のキャリア形成支援を実現します。

５月１５日に課内研修を実施し、マタニティハ
ラスメントについてDVDで学習した後に意見
交換を行い、マタニティハラスメントのない職
場を目指すことを課内職員相互で再確認し
ました。

マタニティハラスメントのない職場に近づくこ
とができました。一方で、女性職員のキャリア
形成の効果については長期的な視点が必
要となり効果はすぐに検証できるものではあ
りません。そうであるからこそ重要な取組であ
ると考えられるので、今後も継続的な取組を
行っていきたいと考えます。

企
画
政
策
部

（
つ
づ
き

）

財
務
部
8
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財
務
部

（
つ
づ
き

）

13

市
民
税
課

職員及び市の事業に関わ
る様々な人に関する人権
について考える

⑧

昨今、業務委託や派遣等により、市の事業
に関わる様々な人と接する機会が増えてお
り、人権についても対市民、対職員にとどま
らず、様々な視点から考える必要が生じてい
るため。

法務省人権啓発コンテンツ“今企業に求め
られる「ビジネスと人権」への対応”を視聴
し、各自考える時間を設け、意見集約した結
果を課内周知する。

勤務時間内に、各自で人権啓発動画視聴
をし、その感想を共有した。無理なく視聴が
でき、他者の意見を共有することができた。

時代による差別に関する捉え方の変化や、
多角的な物事の見方の必要性について等、
業務に関する意見や、されている側の人も
人権侵害の事実に気づいていない事例が
あるのではないか等の「気づき」に関する意
見が出され、様々な感想に触れることで、人
権意識が深まった。

14

資
産
税
課

マタニティハラスメントを学
ぶ

①

課員が多く、男女混合で年齢層も幅広い構
成であることから、マタニティハラスメントにつ
いて正しい理解と健康で働きやすい職場風
土の必要があるため。

言葉や態度がマタニティハラスメントとなって
しまうことについて、DVDを活用してマタニ
ティハラスメントへの理解を深め、意見交換
を交え、意識向上に繋げていく。

「マタニティーハラスメント-その言葉、態度が
マタハラです-」というDVDを視聴し、課内で
意見交換を行った。
妊娠・子育てをする前、当事者、終わった人
たちが職場を構成しており、ライフサイクル
上では当然のことであり、周囲のフォローが
必要であることを認識できました。

現場の負担について、実際に引き受ける同
僚へのフォローをどうするか、事前にどう対
応していくかなどを当事者を含め、担当内で
のコミュニケーションをしっかり取る必要性を
感じたため、今後、当事者のつらさを含め、
職場としてどのように対応するべきか、不変
の課題として意識づけができるよい機会とな
りました。

15
財
政
課

ハラスメントのない職場環
境の形成

①

多くの課の職員との調整を行う職場であるこ
とから、お互いの立場を尊重できるよう、ハラ
スメントについての理解を引き続き深める。

課内会議等でハラスメントのない職場環境
の啓発。

eラーニング「ハラスメントのない職場づくりを
目指して」を受講して、職員間で話し合いを
行った。

ハラスメントの種類は日々増えていること、
ちょっとしたことがハラスメントになり、誰もが
加害者・被害者になる可能性があることを学
びました。

16
契
約
課

インターネットにおける人
権について理解を深める

⑪

インターネットはSNSなどの普及により、情報
の受信だけでなく発信も気軽に行える便利
なツールとなっているが、その特性ゆえの人
権侵害・トラブルがニュースなどでたびたび
報じられている。公務員として、インターネッ
トにおける人権について、常に意識して行動
する必要があることから設定した。

リーフレット「考えよう！インターネットと人権」
を各自で確認、報告書を作成し、その報告
書をもとに課内で意見交換会を実施した。

各職員が意見や感想を記載した報告書を作
成し、その内容を元に意見交換を行ったこと
により、自身がインターネットにおける人権に
ついて考えるとともに、多様な意見に触れ、
さらに理解を深めることができた。

報告書を作成したことにより、各自がテーマ
について真剣に考えるよい機会となった一
方、意見交換会では活発な議論とはならな
い部分はあった。職員として、公私に関わら
ず人権へ配慮したインターネット利用を意識
づけできた。

17
管
財
課

職場における人権につい
て学ぶ

⑧

職場内においても人権問題は起こりうるとい
う観点から、人権問題に対し日常的に目を
配ることができるようにすることにより、より働
きやすい職場環境にするため。

多様な人権テーマを学ぶことにより、人権問
題に目を配り適切な対応ができるようにす
る。

研修資料（冊子「企業と人権」）を用いて課
内研修を実施し、人権問題への理解を深め
た。

冊子の説明やケーススタディ等を参考とする
ことにより、文言だけで知っているように思わ
れていた人権問題について、改めて理解す
ることができたと考える。今後も様々な観点
から情報を共有し研修を継続することによ
り、よりよい職場環境づくりの工場が図れれ
ばと考える。

4



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
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年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

財
務
部

（
つ
づ
き

）

18

検
査
指
導
課

情報を、主体的に読み解
く能力（情報リテラシー）や
正しく活用してく態度（情
報モラル）を身につける

⑪

令和５年に芸能界で立て続けに起きた誹謗
中傷やプライバシーの侵害は、今後、さらに
加速化し、身近なところでも起きる可能性が
ある。インターネットを中心にした情報社会
において、どのような仕組みにより人権侵害
へ繋がるのか、その仕組みを理解することが
必要であるため。

人権に関する貸出しDVDリストから、左記
テーマ設定の理由に合致する「いわれなき
誹謗中傷との闘い　スマイリーキクチと考え
るインターネットにおける人権」を視聴する。
課員が発生する仕組みを理解したうえで、意
見交換を行い情報リテラシーや情報モラル
を身につけるきっかけづくりとする。

11月22日課内でDVD「いわれなき誹謗中傷
との闘い　スマイリーキクチと考えるインター
ネットにおける人権」を視聴し意見交換を
行った。

実例を通じて誹謗中傷へ繋がる仕組み、書
き込みを行う感情など共有し、情報リテラ
シーと情報モラルについて意見交換を行っ
た。
フェイクニュースが正しい情報という前提で
事件が起きており、SNS上では世代、性別を
超え多くの人が、文字という凶器（刃物）で特
有の正義を主張し、エスカレートしていた。
誹謗中傷を書き込んでいる者は、集団心理
も働くなど自由に文字で主張し、人権侵害
や罪への認識がないというものだった。
意見としては、「汚い言葉の掲示板には、近
づきたくない」、「好きでない。見たくもな
い」、「災害時の誤情報、デマへの備え」、
「AI化、人工知能、フェイクを見極める能力」
「教育に取り入れる」などあった。
総括してフェイクを見極める能力の必要性、
情報発信に自身の大きな責任が伴うなど要
点整理ができた。なお、フェイクに関する総
務省資料を活用したことでさらに理解が深
まったと考えている。

防
災
安
全
部
3

19

防
災
政
策
課

藤沢市地域防災計画にお
けるジェンダー平等の浸
透について

①

防災施策について、女性の視点も反映して
いく必要があることから、藤沢市地域防災計
画の修正プロセスをはじめとした政策・方針
決定過程への女性の参画を促進しなければ
ならない。

藤沢市地域防災計画の決定機関となる藤沢
市防災会議での女性委員の登用に向けた
検討を進めるとともに、女性委員が少ないな
かでの、地域防災計画修正プロセスへの女
性参画のあり方を人権男女共同平和国際課
と意見交換していく。

藤沢市防災会議の構成団体（あて職でない
団体）に対し、団体を代表し得る女性の委員
選出を引き続き依頼していく。具体的には、
次年度の女性委員の倍増に向け、本年度は
個別協議していくなど、改善した取組を進め
る。

防災施策に対しては、女性視点のほか、高
齢者・障がい者・若者・生活困窮者など多様
な視点を反映していく必要がある。それらの
属性の絶対数の多寡でなく、行政が見落と
している要素を網羅していくためにも、ジェン
ダー平等を超えて、人権の捉えで取り組ん
でいく必要がある。

20

危
機
管
理
課

災害時にて避難所等にお
けるジェンダー平等につ
いて考える

①

災害時の避難所等での運営や避難環境な
ど、様々な課題がある中、女性視点での避
難所運営などの取組を進めており、さらなる
推進を図る必要があるため

課内において、担当が進める取組や講習・
研修に係わることにより、課全体のスキル
アップにつなげ、さらには、各地区での訓
練・調整会議などの機会を生かし、共有を図
ることで相互に理解を深めていく。

年間を通じて各種訓練において、女性視点
の避難所運営にかかわる取組など、担当者
だけでなく事前の準備などを通じて課員の
理解度が高まり、また各地区の総合防災訓
練では啓発用のパネルを用いて市民説明を
行うなど、課内のスキルアップにつながっ
た。さらにはｅラーニングを活用した女性視
点の避難所運営についての研修資料を作
成し、担当者とともに課員も積極的に取組み
に参加することができた。

課として全体で携わる訓練においては、担
当だけでなく、良い意識付けができた。また
下半期に多くある各地区の総合防災訓練に
おいても、課員が出向し説明する場面があ
り、年間通じて意識向上の図れる機会が
あったと感じる。一方で、災害時における
ジェンダー平等の考え方などは、課題も多
く、所管している講習会などへも積極的に関
心を持ち、情報を課内共有するなどが必要
不可欠と捉え、スキルアップへの取組みを継
続することが重要と考える。

5



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
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年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

防
災
安
全
部

（
つ
づ
き

）

21

防
犯
交
通
安
全
課

「発達障がい」について理
解を深める

④

発達障がいについては、今般、広く認知さ
れつつあるが、その具体的な内容とまたグ
レーゾーンといわれる方々の状況を十分に
把握していない。社会には様々な状況の方
がいる中で、市職員として適切な接遇をする
ために理解を深める必要がある。

発達障がいに関する共通資料を、課内職員
で期間中に熟読し、その意見や感想を述べ
合い、各自の人権意識を再確認する。

発達障がいに関する資料について、１１月～
１２月にかけて各職員で査読し、各自の意
見・感想を集約し、回覧しました。その内容
は様々でしたが、障がいについて表面的な
部分では判別がつきにくい場合があり、そう
した方々の困難などを学ぶことができまし
た。また、身近な状況として認識することが
出来ました。

障がいがある方々の状況について学ぶこと
ができたので、今後、実際の業務の中で、そ
うした配慮を意識しながら取り組んでいきた
いと思います。

市
民
自
治
部
1
4

22

市
民
自
治
推
進
課

ビジネス分野での人権の
基礎について学ぶ

⑧

昨今の民間企業などの人権を取り巻く報道
を受け、改めて業務を行っていくことの前提
に人権があり、その人権意識が低い現状が
あるため、改めて人権について知識を深め
るため。

今年度から取組に入ったe-JINZAI という
Web研修ツールを活用し、ビジネスにおける
人権の研修を課員それぞれが受講し、知識
を深める。

e-JINZAIを活用し、受講しやすい形式で実
施できた。仕事の根底にあるものが人権であ
ると言っても過言ではないと思うが、改めて
知識を広めること、また人権について意識を
してもらうきっかけとすることができた。

e-JINZAIの活用は受講のしやすさを考える
ととても有効であり、来年度以降もこのような
形で行っていけたらと思う。また反省点として
は今年度は受講後に課内会議での意見交
換が実施できなかったので、来年度以降は
実施できるように検討していく。

23

市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー

他者を理解する

⑧

市民窓口センターは来庁市民が非常に多い
ほか、様々な任用形態で多数の職員が在籍
し、協働事業として民間企業の従事者ととも
に日々業務を行っている。このような環境に
おいて、他者を理解し、職場における個々
の人権意識を啓発することで、働きやすい
環境づくりやより良い関係構築につなげてい
くことを期待したため。

課内会議の時間を用いて、e-JINZAI for
governmentの動画視聴による集合研修を行
う。

繁忙期が過ぎて少し落ち着いた６月の課内
会議後に研修を実施することで、今年度の
体制での関係構築や職場環境改善につな
げられるタイミングに行った。

動画により、ハラスメントは嫌がらせであり人
権侵害にあたること、当事者だけでなく見聞
きした人にも影響を与えることを理解し、視
聴終了後には各々の言動、行動が相手に
とって嫌がらせにならないかを考えてから発
言したり動くように呼びかけた。本研修を機
に、ひとりでも多くの職員が改めて考える
きっかけとなったことを期待する。

24

市
民
相
談
情
報
課

視覚障がい者との接し方
について

④

障がいのある方との接し方や配慮すべき事
項について学び、人権意識の向上を図るこ
とで、より市民に寄り添った接遇ができるよう
にするため。

職場研修により、障がいのある人の人権に
関する理解を深め、職員への人権問題への
意識啓発を行う。

視覚に障がいのある方への接し方につい
て、講義と実技の職場研修を行った。
講義では、視覚に障がいがある方への声掛
けや、状況説明の注意点など、コミュニケー
ションに必要な配慮について学び、実技で
は、視覚を遮断し、白杖を利用しての移動
体験と、その誘導体験を行った。

視覚に障がいのある方への対応や誘導の際
の具体的なポイントを学び、業務や日常で
役立つ知識を得ることができた。また、障が
いに限らず、様々な立場にある方への配慮
について改めて考え、理解を深める機会に
なった。

25

六
会
市
民

セ
ン
タ
ー

日頃心掛けている人権意
識

⑥

近年外国にルーツをもつ方が来庁する機会
が増えてきたことから、相手方の人権尊重を
意識することで職員の接遇スキルをより向上
させたいと考えたため。

日常的に気を付けているポイントや個々に
工夫していることを職員間で自由に意見交
換し、新たな知見や気づきを得る。

課内会議の時間を利用し、接客時や日常生
活の中で気を付けているポイントや過去の
経験を個々に話してもらい、職員間で意見
交換・情報共有を行った。

意見交換・情報共有を行う中で、当初設定し
ていたテーマに加えて障がいのある方や高
齢者と接する際に工夫している点、接客時
にあると来庁者・職員ともに便利と考えられ
るツール（タブレット端末による筆談等）につ
いても話題が広がったことで、結果として当
初の想定よりもより多くの知見や気づきを得
ることができた。

6



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

市
民
自
治
部

（
つ
づ
き

）

26

片
瀬
市
民

セ
ン
タ
ー

企業活動における人権を
考える

⑧

近年、ジャニーズ事務所の性加害事件など
数多くの人権問題が企業活動に影響を与え
ていることが話題になっていることから、市役
所で人権問題が起きた場合の信用問題など
に置き換えて考えるため。

課内会議で、ジャニーズ事務所の事件につ
いて新聞記事やインターネットから情報を取
得し、被害者や企業活動の現状を課内全員
で共有し、企業活動における人権の影響や
対策についてを検討材料とした。

課内会議の中で、パワーハラスメントなどは
自分ではなく相手方がどのように感じている
のかにより変わってくるので判断が難しいな
どの意見がありました。
人権問題は発生してしまうと、企業や市役所
全体の信用に対して多大な影響をおよぼす
ことが想定されることから、一人一人が常に
人権を意識し、行動をすることが重要である
ことを課内全体で共有した。

職員全員が日々の業務の中で人権を意識
し、思いやりをもって市民や職員対応をする
ことを心掛けることができている。

27

明
治
市
民

セ
ン
タ
ー

ダイバーシティについて理
解を深める

①

地域の活動に関わる業務が多い中で、さま
ざまな違いを受け入れた地域活動を進める
ことが求められていることから、ダイバーシ
ティを理解し、意見交換等をおこなうことで業
務への実践に繋がると考えたため。

課内会議等で研修動画を視聴するほか、情
報誌や新聞等の関連する情報について、機
会をとらえて共有を行い、意識の向上を図
る。

Ｗｅｂ研修ツール「ｅ-JINZAI for government」
に掲載のコンテンツ「ダイバーシティ推進と
自治体に求められる人権の取組」の資料及
び研修動画を視聴した。女性の活躍促進、
セクシュアルマイノリティなどの取組状況など
の再確認や、これからのダイバーシティ「３つ
の多様性」について確認し、高い関心を持っ
て意見交換を行った。

業務において、職場慣行で「不快な思い」を
している人がいないのか等について、あらた
めて業務内容や市民センターの設備、職場
環境といったものを点検すべきと言った気づ
きが得られた。

28

御
所
見
市
民

セ
ン
タ
ー

さまざまな人の人権

⑫

人権尊重が共通の認識となりましたが、未だ
に人権問題が解決していないことから、これ
までの人権問題を再認識することで人権意
識の向上を図る。

動画視聴や関連する資料等を回覧し、さま
ざまな人の人権尊重への関心と認識を深め
る。

未だに解決していない人権問題のうち、日
本人拉致問題を取り上げ、外務省等の資料
で現在の状況の情報共有、意見交換によ
り、改めてこの問題が解決されるまで風化さ
せないという認識を深め、人権意識の向上
を図ることができた。

日本人拉致問題が人権侵害であることを改
めて認識することができた。また、進展が見
られない現在の状況から、この問題の解決
の難しさを感じるとともに、この問題への関心
を持ち続けなければならないという意識が高
められた。

29

遠
藤
市
民

セ
ン
タ
ー

ジェンダー平等社会を実
現するために

①

性差を含む各種の違いについて、個々の違
いの大切さを認識する。

毎日朝礼で、輪番で「今日の一言」を発表
そこにでさえ、「人前で話すことが得意な人、
不得手な人」がいて、「こんなことが気にかか
る人」や「あんなことに目が行く人」などもい
て、自分以外の人がいるということは、多種
多様さがあることに気付くことができる。差と
は、決して「大きな違い」だけではないことを
知る。

市民センターには、多種の業務があり、それ
ぞれに配置されていら方がいる。業務上で
は関わることはなくても、同じ施設で働く仲間
が、まずはどのような考えを持っていたり、興
味があるのかなどを知ることができ、互いの
距離を縮めることに役立った。

発表が重荷になる方もおり、「前日から気に
なって・・・」という方もいた。気軽に臨めるよう
声掛けをしていきたい。

7



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

市
民
自
治
部

（
つ
づ
き

）

30

長
後
市
民

セ
ン
タ
ー

「外国人と人権」 ～違い
を認め共に生きる～

⑥

窓口業務の中で外国につながりのある人と
接する機会が多く、また、業務以外でも市民
の中には外国人も多くなっていることから、
その方達に関する人権問題や、意思疎通を
図るための「わかりやすい日本語」について
理解を深め、適切な対応に結びつけるた
め。

就業後に時間を設けて集合し、「外国人と人
権」に関する４本の動画を視聴し、家庭や地
域で見られる外国人に対する偏見や差別に
はどのようなものがあるのか、また、それをな
くすにはどうしたらよいのかを皆で考えた。

教材の動画を視聴した後に感想をひとりず
つ口頭で発表してもらった。あわせて、今回
考えたことや、普段自分の中で心がけている
ことについて書面で一週間以内に提出をし
てもらった。“外国の様々な文化を知ること”
で、自分の価値観が広まり、結果として“差
別や偏見をなくす”ことに繋がるという前向き
な気持ちや、外国人と意識し過ぎずに誰に
でも丁寧な対応を心がけたいという記載が
多く綴られており、今回の研修が、人権問題
を身近なものと捉え理解を深めるきっかけと
なったのではないかと感じている。

書面での提出については、多少考える時間
を確保したことで、各々がじっくり考え、自分
の経験等をふまえた意見を出された。海外
での経験から、あらためて日本の良さを客観
的に感じたなどの意見もあり、自分自身の考
えをしっかり深める機会になったと思う。今
後、業務の中や身近な場面で外国人と接す
る際にこの研修の結果が生かされることを期
待する。

31

辻
堂
市
民

セ
ン
タ
ー

地域住民の中の子どもの
人権を考える

②

市民センター内に、年齢、性別、関係なく自
由に地域の方が交流する場として設置して
いる交流スペースがある。子ども、高齢者の
利用も多く、様々な世代が利用する実態が
ある中で、子どもの居場所としての役割も大
きいことから、子どもの居場所を通した人権
を考える。

日頃から、交流スペースを利用する子ども達
を事務室の職員が見守り、時折声をかける
などの取組を各職員が状況に応じて行う。

子ども達の中には、友人達と利用しており、
職員からの声かけ等に対して、さほど気にか
けない子どももいる一方、利用方法について
の会話等の他愛ない会話でも、コミュニケー
ションをとることで、安心して利用している様
子が感じられた。

子どもも、地域住民の一員として、居場所を
必要としている事を痛感するとともに、事務
室から、少し距離があるため、より一層意識
して、交流スペースの利用状況等を把握し、
子どものみならず利用者の方々の人権に利
用者同士もお互いの人権に配慮しながら、
利用していただけるよう努めていきたい。

32

善
行
市
民

セ
ン
タ
ー

人権課題としてのハラスメ
ントを考える

⑧

ハラスメントに対する意識の低さが指摘され
て久しいが、いま一度人権課題として見つめ
直すことでハラスメントのない働きやすい職
場づくりをめざす。

人権課題としてのハラスメントに係る情報を
提供・共有し、職員の意識向上と相互の働き
かけを促す。

9/25の所内会議において「職場におけるハ
ラスメント」と題し、ハラスメントと人権をテー
マにした研修を実施し、18人の所員が参加
した。

ハラスメントというセンシティブなテーマであ
るがゆえ、概念的な内容に偏らざるえず、具
体的な事例について意見交換ができればよ
かったと思う。
しかしながら、本研修を通じ相手を尊重し不
快な感情を与えないコミュニケーションを意
識するきっかけとなったことで、ハラスメントが
発生しにくい職場環境が醸成され、業務効
率と生産性の向上が図られた。

33

湘
南
大
庭
市
民

セ
ン
タ
ー

多文化共生について考え
る

⑥

湘南大庭市民センターには、多様な市民が
来庁するため、多文化共生について学ぶこ
とで、多様性を意識した市民対応を実施す
る。

外国につながりのある市民に関する情報共
有や意見交換、やさしい日本語の研修を実
施し、多様な立場に立った接遇を図る。

朝礼などを活用し、藤沢市の外国につなが
りのある市民の現状や多様性などの意見の
共有及び交換を行った。また、分かりやすく
親しみのある文章表現を目指し、東京都港
区のテキスト「実践！やさしい日本語による
公文書」を学習した。

勤務日や勤務形態が多様であり、PCも一人
1台ではないため、職員が参加しやすい形
の研修を心掛け、テキストによる学習や朝礼
を活用し、研修を実施することができた。外
国につながりのある市民の現状や事例の共
有、意見交換により、多文化共生に向けた
意識向上が図られた。

8



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

34

湘
南
台
市
民

セ
ン
タ
ー

インターネット上における
人権

⑪

インターネットを気軽に利用でき便利になっ
た反面、リスクも理解して人権侵害を起こさ
ないよう意識啓発を行う。

啓発用DVDを視聴し、課内で設定テーマに
ついて議論することで、職員の知識と理解を
深める。

湘南台公民館第一談話室で啓発用DVD
「いわれなき誹謗中傷との闘い～スマイリー
キクチと考えるインターネットにおける人権
～」を視聴し、インターネット上における人権
を学習した。

実際にニュースになった事件を基にした
ケースから、インターネット上における人権
問題の難しさと問題が起きたときの対策を具
体的に学習することができた。
談話室の予約が１７時―１９時までしか取れ
ず、全体で意見交換を行う時間がなかった
ので、次回実施する際は意見交換が行るよ
う、余裕をもったスケジュールを組みたい。

35

鵠
沼
市
民

セ
ン
タ
ー

障がいのある人の人権

④

令和４年度の取組内容（名前・好きなものを
点字で表現する）を引き継ぎ、レベルアップ
を図る。

令和４年度の取組内容（名前・好きなものを
点字で表現する）を引き継ぎ取り組むものに
したい。

昨年度の取組を引き継ぎ、より多くの点字を
使う内容で表現してもらう。

集合研修ではなく各自空いている時間を利
用して取組める内容とした。
3年連続で内容を変え表現してもらい、点字
を身近な存在に感じられたと思う。
また、取組内容を通じて職員間のコミュニ
ケーション向上にも役立った

生
涯
学
習
部
7

36

生
涯
学
習
総
務
課

ありのままで大人になれる
社会の実現

①

高齢者の人権、障がいのある人の人権につ
いては、各公民館で講座を実施するなど、
理解が進んでいると感じる一方、ジェンダー
平等社会についてはまだまだ理解を深める
必要があるため。

各種研修会・講演会に出席するなど情報収
集し、課内で報告・意見交換を行うことで理
解を深める。

人権研修会に出席し、課内で情報共有した
結果、「LGBTQ」や「SOGI」について、イン
ターネット等の曖昧な情報ではなく正しい知
識を得ること、カミングアウトなど相談しやす
い環境をつくることが大切であると、各自が
再認識することができた。

「目に見えるいじめやからかい」だけでなく、
誤った情報による「傷つき」があることを理解
し、一人ひとりが日ごろの業務から人権につ
いて意識することができるようになったと感じ
ている。

37

藤
沢
公
民
館

災害発生時における高齢
者をはじめとする移動困
難者に対する理解を深め
る

③

災害発生時には地区防災拠点本部となるの
で、災害弱者への対応を日ごろから想定し
ておく必要があるため。

地区総合防災訓練の一環として、災害時に
おける車いす等での移動を実体験するブー
スに事務局としてかかわることで、移動困難
者への理解を深める。

藤沢西部地区総合防災訓練において、地
区民児協やいきいきサポートセンター、福祉
用具事業者などの協力を得て、車いす等避
難誘導訓練を実施した。運営側としてかか
わることで、災害発生時における車いす利
用者等の移動の困難さを身をもって理解す
ることができた。

災害発生時という非常事態においては、どう
してもハンディのない方への対応が中心と
なってしまいがちだが、高齢者をはじめとし
た移動が不自由な方についても、対応を日
ごろから検討しておかなければならないこと
を感じることができた。来年度以降も引き続
き移動が困難な方への理解を深め、検討を
続けていきたい。

38

村
岡
公
民
館

ジェンダー平等社会を学
ぶ

①

ジェンダー平等の意味を知り、ひとりひとりの
人間が、性別にかかわらず、平等に責任や
権利や機会を分かちあい、あらゆる物事を
一緒に決めることができることを学ぶため。

図書室への常設配架を依頼し、館内ポス
ター等で職員のみならず来館者への周知を
図る。

ジェンダー平等について、一定の周知を図
れた。

個人の興味関心によるところが多く、個人間
の理解度に差が生じている。集合研修等は
現実的ではないため別途DVD等による研修
も検討する。

市
民
自
治
部

（
つ
づ
き

）
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

39

郷
土
歴
史
課

働き方改革、ワーク・ライ
フ・バランスの理解や行動
の推進

⑧

今年度は新採用職員が配属されたため、再
度原点に戻って職員一人ひとりの事情に応
じた、多様で柔軟な働き方を理解し、業務内
容等を見直すきっかけとするため。

職員一人ひとりが日常の業務と個々の生活
の調和を意識するとともに、ワーク・ライフ・バ
ランス等について理解を深め、積極的な休
暇取得・時間外勤務の削減を心掛け、効率
的な業務遂行の仕方について考える。

今年度は新採用職員が配属されたため、再
度原点に戻って各自の業務量などを考えな
がら時間外の削減に努めることを伝えたり、
朝礼の中で各自のワーク・ライフ・バランスに
付随する余暇の過ごし方などを報告しなが
ら、余暇をいかに過ごすかの情報共有に努
めました。

業務が立て込んでいる中でも、各自が業務
スケジュールを調整して年休等を利用した。
人権研修などを受講した内容について周知
できなかった。

40

文
化
芸
術
課

文化芸術の分野における
人権について知識を深め
る

⑧

文化芸術活動においては、契約の内容等が
見えにくい点があり、令和４年に文化庁が
「文化芸術分野の適正な契約関係構築に向
けたガイドライン（検討のまとめ）」を公表した
状況であるため。

「文化芸術分野の適正な契約関係構築に向
けたガイドライン（検討のまとめ）」を確認し知
識を深める。必要に応じて本市で作成する
書類等の記載の参考とする。

課内で「文化芸術分野の適正な契約関係構
築に向けたガイドライン（検討のまとめ）」に
目を通し、意見交換を行った。またアートス
ペースではアーティストの子育てに関する体
験談等をまとめた展示を開催し、アーティス
トも他の仕事を持つ親と同様に、悩みや壁を
感じつつも、仕事に取り組んでいる姿を浮き
彫りにすることができた。子育て支援を担う
職員にも見ていただく機会となった。

アートスペースの展示は、この取組の目標設
定前から企画していたものだったが、結果的
にアーティスト目線の切り口で、働きながら
育児をする人との共通の課題を浮き彫りに
することができた。文化芸術に関する業界で
は、その労働等に関する対価の換算方法が
非常に分かりにくいものがあるため、今回の
文化庁のガイドラインを参考にしつつ、どう
いった点に気を付けていく必要があるのか、
今後も検討を続けていきたい。

41

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

スポーツ施策における合
理的配慮の取組

④

「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」と
いう藤沢市スポーツ都市宣言の理念の実現
を目指し、藤沢市スポーツ推進計画2029の
施策の方針に則して、障がいの有無や年
齢、国籍を問わず、分け隔てなくスポーツを
楽しめる環境を整備するため。

各職員が実施している合理的配慮の取組
や、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会を
はじめとする各スポーツ団体から求められて
いる合理的配慮の在り方及び意見等を課の
職員全体で共有し、全ての職員が人権に対
する理解を深めるようにする。

各団体からの意見や各職員が実施している
合理的配慮の取組等について、課内会議
や朝礼、夕礼の際に共有することで、各担
当だけでなく課の職員全体の人権意識の向
上を図り、各事業の充実につなげた。

藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会等各
団体からの声は、当事者でないとなかなか
わからない部分の理解につながるので、今
後も積極的に共有を図っていきたい。また、
合理的配慮は、人的課題や財政的判断等
が絡むので、どこまでができる範囲なのか見
極めが難しいところだが、一人ひとりの「気づ
き」が大事であることから、今後も職員間のコ
ミュニケーションを活発に行っていきたい。

42

総
合
市
民
図
書
館

子どもたちが利用しやす
い図書館づくり

②

図書館を利用する子どもたちに様々な情報
を提供するにあたり、それぞれの立場や考
え方を尊重し、充実した図書館サービスを提
供できるよう、職員各々が子どもと子どもに関
わる人たちの気持ちに寄り添い、事業を行っ
ていく必要があるため。

館内会議において、今年の３月に改定され
た「藤沢市人権施策推進指針」の概要版を
参考に、子どもをはじめとする図書館利用者
と関りの深い人権課題の取組について学び
ました。また、人権に関する関連図書等の展
示を行い、図書館職員が利用者と一緒に
なって人権啓発の意識を高める試みも行い
ました。

藤沢市では「第４次藤沢市子ども読書活動
推進計画」に基づき、ブックスタート事業や
子ども向けブックリストの作成、また、おはな
し会や子ども向け講演会等を開催しました。
そして今年の９月から市内小中学校でタブ
レットを活用した電子図書サービスを新たに
開始し、図書館職員が子どもたちの取り巻く
読書環境に留意しながら、子どもたちが利用
しやすい図書館を目指しました。

子どもたちが利用しやすい図書館づくりを考
えることは、今後の生活・文化拠点再整備事
業（南市民図書館の再整備）におけるコンテ
ンツ「子ども図書館」を計画していくうえで、
大いに役立つものと考えます。私たち図書
館職員は、子どもと子どもに関わる人たちが
気兼ねなく、安心して施設を利用できるよう、
様々な立場を理解し、社会環境の変化に合
わせた図書館づくりをしていくことが、あらた
めて必要であると考えます。

生
涯
学
習
部

（
つ
づ
き

）
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

福
祉
部
7

43

福
祉
総
務
課

低所得世帯の支援を行う

⑩

今年度、低所得世帯支援給付金事業を本
課で実施することから、生活困窮者との関り
が増えることが想定されるためテーマとして
設定した。

実際に業務を行う中で、生活困窮者の状況
を配慮しつつ、給付金も含めた福祉全般の
制度案内などを心がける。

低所得世帯支援給付金事業を行う中で、相
談者の困りごとに寄り添い、給付金以外の支
援についても可能な範囲での案内等を行っ
た。

給付金以外の案内を行う際に、生活困窮者
の人権に配慮した聞き取りを行うことで人権
意識の向上に繋がった。

44

介
護
保
険
課

カスタマーハラスメントに
ついて考える

⑧

連日、職員（管理職）を指名した問い合わせ
により、担当している職員の就業環境が害さ
れている。このことについて、他人のことと整
理するのではなく、自身や担当のことと置き
換え、身近な問題として考えて欲しいと感じ
たため。

課内会議の時間を利用し、実際にどのような
ことが該当するのか、YouTube動画視聴によ
り言葉の定義や要求の参考例、また、どのよ
うな影響を及ぼすのか等を学び、グループ
ワークにより、過去の自身の経験や解決方
法などを共有し知識を深める取組とした。

自身がこのようなハラスメントに直面した時に
は、組織を通じて対応する必要があることを
動画やワークを通じて学ぶことができ、報告・
連絡・相談等含めて風通しの良い職場風土
の醸成が必要であると認識することができ
た。一方、相手に対しても人権があることを
意識する啓発もできた。

職員（管理職）への連日の問い合わせが現
在も継続する中、身近な問題として捉える良
い機会となったと感じている。一過性で終わ
らせることなく、継続的に取り組むことで、知
識も深まるのではないかと感じた。

45

保
険
年
金
課

部落差別（同和問題）を知
る

⑤

本課は若い世代の職員も増えてきており同
和問題を知らない可能性があること、また福
祉担当部署の職員として近年の同和問題の
現状を改めて把握しておく必要があると考え
たため。

人権男女共同平和国際課から案内があった
オンラインの同和問題の市町村窓口担当者
向け研修を課内職員に周知し、期間内に受
講するよう依頼した。

10月10日に課内に周知し、課内職員対象者
25人中23人が11月10日までの期間内に受
講することができた。

同和問題を全く知らない職員も一定数いた
ため、課題を知り関心をもつ良い機会となっ
た。
また、同和問題を知っている職員において
も、未だに結婚を認めない等の部落差別が
続いていることについて驚きの声も出るなど
し、同和問題が現状まだ解決していない課
題であると認識したうえで業務にあたってい
きたい等の声があがった。
今回の研修は職場での電話窓口対応時の
参考になっただけではなく、一人ひとりの人
権意識の向上への一助となったと思われる。

46

障
が
い
者
支
援
課

障がいのある人を取り囲
む社会的課題やニーズな
どを把握し、障がいのある
人の人権について考える

④

障がい者差別解消法改正や障がい者雇用
率の引上げなど、社会が変化するなかで、
障がいのある人が感じている社会的障壁に
ついて把握し、具体的な人権課題の解消に
つなげていく必要があるため。

障がいのある人や関係者などからの相談や
意見を通して、社会的障壁となっている事柄
の把握に努め、課内での情報共有を行う。ま
た、職員一人ひとりの人権に対する意識の
向上を図る。

総合防災訓練や藤沢ふれあいフェスタ等の
イベントや協議会等を通じて、直接障がい当
事者との話合いや、いただいた意見を職員
間で共有し、社会的障壁となっている事象を
把握をするとともに、具体的な対応の検討、
実施した。
「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針」の内容を課内で共有したり、人権研修に
おける情報や資料を使い、共生社会につい
て改めて考える機会を設けた。

障がいのある方を取り囲む社会的な課題を
把握することの重要性を再認識し、柔軟な
対応をするなかで、職員の人権課題に対す
る意識の向上を図ることができた。引き続き、
課内での情報共有をしながら、人権意識の
向上に取り組んでいきたいと考える。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

福
祉
部

（
つ
づ
き

）
47

高
齢
者
支
援
課

高齢者の人権について考
える

③

日々の業務の中で、認知症や高齢者虐待、
ACP等高齢者を支援するという業務を通じ
て、人としての尊厳について考える機会に直
面している。誰でもいつかは通る道・・・と言
われながらも一人ひとりの人生や環境、背景
は異なる。業務に携わる中で、自分たちにで
きることを共有したい。

朝礼や課内会議、事業計画作成時に意図
を確認し合うこと等を通じて、課内の職員間
で話し合う機会を設けていく。

認知症に関するイベントで、ご本人に登壇し
ていただく企画をした際に、スタッフ間で何
度も話し合いを行いました。準備の段階でど
のようにご本人にご自身らしくお話をしてい
ただけるのか、そのお話から自分たちは何を
市民の方に伝えたいのか。イベントが終了し
た後に、実施内容や方法、ご本人の言動か
らご本人のお気持ちを考え、汲み取ることが
できたのか等を話し合いました。

ご本人の言動に触れる中で、この方の人生
や現在に至るまでのいきさつ、心情につい
て思いを馳せながらスタッフ間で感じたこと
や考えを共有しました。その結果、十分な配
慮がしきれなかったことに気づくとともに、感
情をコントロールできなくなること、意思決定
がしにくくなっていく状態を目の当たりにした
ことで、自分たちの生き様について深く考え
る機会となりました。昨年、人権協議会委員
の方にいただいたご助言が改めて腑に落ち
た経験ができたと思います。

48

生
活
援
護
課

生活保護申請者及び利用
者に対する人権意識の向
上を図る

⑩

生活困窮に至った理由はさまざまで、生活
保護の申請は国民の権利であることから、職
員の人権意識を向上させ、日々のケース
ワーク業務に活かすことを目的とする。

新配属研修や課内研修等の場で、生活保
護の申請権を侵害しないよう意識の統一を
図るとともに、ケースワーカーと人権に配慮
した取組について意見交換を行う。

相談記録を複数人でチェックするなど、生活
保護の申請権が侵害されないよう努めた。ま
た、家庭訪問記録や一時扶助の支給にお
いても人権を意識することで、利用者に配慮
した行動をとることができた。

人権に特化した研修を開催する時間を確保
することが難しいことから、課内会議等を通
じて地道に人権意識の向上を図る必要性を
感じた。

49

地
域
共
生
社
会

推
進
室

インターネット上での誹
謗・中傷とその対策につい
て

⑪

市の職員として、多種多様な市民と接する
中で、インターネット上で攻撃を受ける場合
も想定される。そうなった場合の心構えや対
策を事前に知り、職場内で共有しておく必要
性あるため。

DVDで、経験談について視聴後、それぞれ
の感想を共有し、職場としてどのような対策
がとれるのかを考える。

11月24日、28日、29日の3日間に分け職員
がDVDを視聴できる時間を設けた。所属職
員16人が参加し、それぞれの職員からの感
想を職員間で共有した。
職員からは、「SNS等による限られた情報を
鵜呑みにし、一方的な正義感で他人を攻撃
する怖さを感じる」であったり、「市役所職員
も誹謗中傷の対象になる可能性があるという
ことを肝に銘じて、普段の対応を気を付ける
とともに、何かあったらすぐに相談できる体
制が必要である」といった感想があり、SNSに
よる情報発信が一般化した社会との付き合
い方を考える良い機会となった。

視聴時間の時間を変えることで、比較的多く
の職員が都合をつけ参加できたと考えてい
る。
インターネットによる情報発信が当たり前に
なって久しいが、改めて発信をする際の心
構えや、いわれなき誹謗・中傷の被害者と
なった場合に、毅然と刑事告訴をする等の
対応することなど自らの身も守る術やSNSと
の付き合い方を学べた。

健
康
医
療
部
5

50

地
域
医
療
推
進
課

高齢者の意思決定支援
（ACP)について

③

地域医療推進課では、ACPの普及啓発を
行っている。高齢者の意思を尊重し、最期ま
で自分らしく生きることを支援するために重
要なことであるため。

厚生労働省の動画を視聴し、高齢者の意思
を尊重した関わりやACPについて学び、意
見交換をした。

動画を視聴し、意見交換を行った。在宅療
養患者は主に高齢者が多く、時として高齢
者が不在の意思決定が行われることがある
こと、また、認知症や判断能力が不十分だか
らと意思が尊重されないケースもあることを
説明した。治療について家族や医師に任せ
るという意思表示をすることもあるが、十分な
説明を受けた決定であるか、家族への遠慮
による発言ではないか、など真意を捉えかね
ると、本人の意思とかけ離れた支援になって
しまうことを共有した。

職員それぞれが自分の家族等を思い、想像
して考えることができた。また、「（治療方針な
どを）決めること」に拘ってしまい、本人の気
持ちに十分に寄り添えていたか？という意見
もあり、高齢者や患者の意思決定や尊厳に
ついて理解が深まったと考える。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

51

健
康
づ
く
り
課

母子保健のみでなく、成
人の対象、窓口対応など
市民に対する配慮につい
て振り返り意識の向上をは
かる。

⑫

市民への対応に対し、言葉の使い方、対応
の仕方、相手の求めに対応する際の配慮に
ついて苦情につながったケースがあったた
め。

大人数よりも少人数グループでの経験や事
例共有の場をもつ。

課内会議でPPを使用した説明の後に、4人
ぐらいでグループをつくり話し合いの場を
もった。その際に年齢が偏らないように配慮
し、各年代、経験からの共有が持てるように
した。最後に数グループから話し合いで出
た内容を発表してもらった。管理職もグルー
プに入ったため、かつて経験した対応につ
いて話を聞き、職員間の親睦の機会ともなっ
た。

市民に対する対応についての経験を共有す
ることで、担当内では対応しない年代につい
ても対応の方法や配慮した方がいいことに
ついての気づきとなった。市民対応につい
ては、日々研鑽を積むことが必要であり、こう
いった場は定期的に持つ必要があると感じ
た。

52

地
域
保
健
課

業務の見直しを図り、ワー
ク・ライフ・バランスに対す
る理解を深める

⑧

新型コロナウイルスワクチン接種事業の定期
接種化へ向け、事務分担及び業務の見直し
について考える機会とするため

①情報の共有（職員同士による業務の進捗
状況の把握）
②担当ミーティング及び、業務の見直しを実
施
③ノー残業デーの遵守、年次休暇・夏季職
専免の積極的勧奨

朝礼時にスケジュールを確認し、効率的な
業務の進め方を各自が意識するように努
め、フォローが必要な際には体制を構築し
対応した。
さらに、年次休暇、夏期職専免の取得状況
も確認し、積極的な取得を促した。
また、国からの決定が直前となり、早急な対
応が生じた際は、全員でサポート体制構築
し、対応した。

各自が事務分担や業務内容のあり方を見直
す中で、時間と労力を無駄にしない効率的
な事務の執行が図られた。また、お互いが
業務の進捗状況を把握し共有することで、
年次休暇等も積極的に取得することができ
たが、取得率にバラつきが出ているため平
均的に取得できる様な雰囲気作りに取り組
んでいく。

53

保
健
予
防
課

セクシュアルマイノリティの
人権についての理解を深
め、多様性を学び、業務
や日常生活に活かす

①

検査や相談で来庁される方に対して、多様
な性を尊重し、一人ひとりに寄り添った対応
ができるようにするため。

課内会議を利用して、人権文化をはぐくむま
ちづくり指針を共有する。また、DVD研修を
行い、意見交換をする。

「誰もがその人らしく‐LGBT-」というDVDを
視聴し、課内で意見交換を行いました。セク
シュアルマイノリティの方が抱える苦しみや
生きづらさについて認識できました。また性
のグラデーションについて、LGBTと分ける
中でもそれぞれの色があることが認識できま
した。

セクシュアルマイノリティ当事者を理解し、ど
のような配慮を行うかを意見交換する中で、
さらに多数派も含めたすべての人が持つ属
性として、性的指向や性自認をとらえるSOGI
という考え方が共有されました。職場内にお
いても市民対応においても、マイノリティの
みならず、すべての方の多様性を認め合うと
いう意識の共有ができました。

54

生
活
衛
生
課

インターネット上における
人権について理解を深め
る

⑪

昨年度インターネット上における人権につい
て、リーフレット等紙媒体を活用し研修を実
施した。依然として社会的にも問題の多い本
件に対し、今年度においても、繰り返し本
テーマを設定することでより理解を深める事
を目的とするため。

DVDを閲覧し、インターネットによる情報発
信が引き起こす問題点や危険性及び正しい
情報を見極める対策について、実際に起
こったインターネット上での人権侵害に関す
る事例を学ぶことで理解を深める。

課内会議において、DVD「いわれなき誹謗
中傷との闘い～スマイリーキクチと考えるイ
ンターネットにおける人権」を視聴し、意見交
換を行い理解を深めた。物語形式で実際の
状況等も分かりやすいと感じた。直接業務に
関係する事例は少ないと思われるが、家族
等身近な方へ伝えたいとの意見も多く人権
を考えるテーマとしては適切であった。

昨年度は感染症対策もあり、資料回覧によ
る意見交換であったため、今回は集合型で
の研修とした。動画の方がイメージはしやす
かった。また課内会議に出席できない職員
に対しては、時間を別に設け視聴し、意見を
提出してもらうなど工夫して取り組んだ。

健
康
医
療
部

（
つ
づ
き

）
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

55

子
育
て
企
画
課

令和５年４月１日公布され
た「こども基本法」につい
て学ぶ

②

令和5年４月１日公布された「こども基本法」
に関して、策定された経緯や目的など基本
的なことを学び、子ども青少年部の事業に反
映できるよう知識を習得するため。

人権研修担当者が、人権男女共同国際課
担当者からのアドバイスを受け、担当者が必
要な資料をまとめ研修を実施。

「こども基本法」について別添の資料にて研
修を実施した。子ども青少年部に所属して
いて、こども基本法について理解の深い職
員も多いが、異動してきたばかりの職員もい
るため、ポイントをおさえた説明を心掛けた。
「切れ目のない支援」や「こどもの意見を反
映させる」等、各担当が実際の業務で行って
いる取組の基となっている条例を再確認した
りと、各職員の理解を深めていく
ことができ、改めて課全体に意識啓発を図る
良い機会となった。

具体的に効果が表れた場面は確認できてい
ないが、今回のテーマ、基本的な「こども基
本法」が策定に至るまでの経緯などを再確
認できるような内容を鑑み資料を作成した。
資料を作成するにあたり、子どもの権利条約
の内容などの改めて確認できた。また、「こど
も基本法」は総合的な法律のため、国や都
道府県の責務は示されているが、具体的な
取組などが示されているわけではないため、
今後も、子ども家庭庁の動きなども注視して
いき知識を習得していく。

56

子
ど
も
家
庭
課

ゲートキーパー養成講座
の受講

④

対人援助を行う中で、自殺企図を訴える対
象者と接することが多いため、人権に配慮し
た対応方法を学ぶことに至った。

保健予防課職員を講師にゲートキーパー養
成講座を受講し、人権に配慮した適切な対
応方法を学び、日常業務における支援に役
立てる。

本課全職員を対象に、2023年9月14日（木）
17時30分から保健予防課職員を講師として
ゲートキーパー養成講座を実施した。
日頃の業務の中においても、研修で学んだ
内容・視点を活かした支援を心掛けた。

具体的な演習を交えての研修であったた
め、話の聞き方や傾聴の大切さを身をもって
感じることができた。また自殺企図に至るま
での社会的・心理的背景を理解することで、
対象者の自己責任ではない問題の所在に
ついても再確認することができた。

57
保
育
課

不適切保育について理解
を深める

②

保育施設等での不適切保育が社会問題と
なっている現状も踏まえて、保育主管課とし
て理解を深める必要があるため。

「保育所等における虐待等の防止及び発生
時の対応等に関するガイドライン」に関する
動画を活用し、児童虐待や不適切保育につ
いて理解を深める。

職場研修として、「保育所等における虐待等
の防止及び発生時の対応等に関するガイド
ライン」に関する動画を視聴し、感想や意見
を述べてもらう研修を実施した。担当職員か
らは、これまで不適切保育は漠然としたイ
メージだったが考え方が理解できた、傍観者
であることも虐待であると認識する必要があ
る、世間や保護者の目も変わってきていると
いった意見等があった。

児童虐待、不適切保育及び望ましくない保
育の考え方への理解が深まり、「不適切保
育」について、改めて考えるきっかけになっ
たと感じている。

　
子
ど
も
青
少
年
部
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う
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保
育
園
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4

）
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

58

藤
沢
保
育
園

子ども、保護者、職員一人
一人の個性や価値観、多
様性があることを受容し、
尊重し合い、人を大切に
する職場づくり。

②

子どもの人権を大切にする保育のさらなる追
求のため、職員の意識を高め、一人一人が
自分の力を発揮し、チーム力を高めるため。

・人権目標の設定をし、朝礼での読み上げ
をする。
・チェックリストをもとに、振り返りの機会を持
つ。
・職員会議にて、事例をもとにグループディ
スカッションを行い、自分の保育や行動を振
り返る機会を持つ。
・幼児クラスを中心に、絵本や教材を用いて
話をする機会を持つ。
・良いところを伝え合う機会を持つ。

・子どもの権利条約4つの原則をふまえて目
標を作成し、掲示、朝礼での読み上げを
行ったことで、意識して保育にのぞむことが
できた。
・人権チェックリストを作成し、会議や話し合
いの場でグループワークを行ったことで、自
分を振り返る機会となった。1月にも実施する
予定。
・幼児クラスで名前の呼び方や言葉のかけ
方について話をする機会を持った。毎年の
積み重ねで、子どもたちの中でも浸透してき
ている。
・職員間で良いところ、頑張っているところを
伝え合う「いいねWeek」を実施した。伝えた
内容を掲示したことで、皆で共有することが
できた。

・不適切保育が取り上げられる中、様々な取
組を通して人権を考え、自分の保育や行動
を振り返るようになった。
・子どもの人権を守るためには、職員一人一
人の意識を高めるとともに、職員の心が豊か
になり、それがチーム力の向上につながるこ
とが大切であると感じた。

59

辻
堂
保
育
園

子どもの人権を考え、多様
性の理解を深める

②

保育園は十人十色の子が集まる場所である
ことを踏まえ、「一人一人が楽しく過ごせてい
るだろうか？」ということを、人権の目線で捉
え、子どもと接していくきっかけにしたいと考
えた為。

・期間、テーマを決めて、テーマに沿って各
自が保育の中で気をつけたり意識していき
たいことを考え、共有する。
・子どもへの集会をする。

・「園生活の中の子どもの人権」「遊びの中の
子どもの人権」をテーマにし、職員一人一人
が保育の中で意識を高めていきたいことを
集めた。各自で書いたものを事務室に貼っ
て共有し園全体での意識向上を図り、2か月
後に振り返りの機会を持った。また、取り組
んで気づいたことなどの意見を書いてもら
い、振り返りとともに意見交換をした。
・子どもへの集会を行った。相手に言われる
と嬉しい「ふわふわ言葉」、言われると悲しい
「ちくちく言葉」を子どもたちと話したり幼児の
各保育室に掲示を行ったりした。また、クラス
ごとに友だちのいいところや自分がしても
らって嬉しかったことを皆の前で発表したり、
書き出したりし、その内容は保護者にも知ら
せた。

・各自で書いたものを共有したことで、お互
いの意見を参考にしたり新たな気づきとなっ
た。保育の中では子どもたち一人一人の思
いを聞くことや、今まで思ってはいても言語
化することがなかったため、書くことで日ごろ
から意識することができたとの意見もあった。
・子どもとのかかわりに注目した取組だった
ため調理員・用務員などへの配慮が足りな
かったと感じた。事務室で貼り出したことで
共有できたり、他の人が書いたものを見て
「男の子だから、女の子だからという思いをな
くすようにした」と調理員の意見があった。
・子どもへの集会後、ふわふわ言葉などを幼
児クラスに掲示したことで子どもたちから「そ
れふわふわ言葉だね」など会話の中に聞か
れるようになり意識づけになった。また、「い
いところ探し」は保育の中で良いことをいう機
会を今後も作っていきたいと職員の気づきに
つながった。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容
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園
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き
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60

鵠
沼
保
育
園

「知る」ことから始める

②

今年度の鵠沼保育園の人権目標を「インク
ルーシブ保育を行う」としているため、子ども
の人権に関わる様々なテーマをともに考え、
園全体の意識を高めていきたいと思い設定
した。

①基本的な知識を身につける
藤沢市、他市、他自治体の取組について

調べ、職員へ情報発信する。
②事例を通して考える

職員会議等でグループワークを行い、
テーマについて話し合う場を設ける。コミュニ
ケーションを取りながら様々な考え方を知り、
一人一人の思考力や意識を高めていく。

４月～藤沢市で作成、配布、掲載されている
資料を集めてD&Iファイルを作り回覧した。
５月～職員会議にてD&I、ふじさわ人権文化
をはぐくむまちづくり指針について発信し
た。
６月～人権啓発講演会参加。職員会議にて
職場研修を行い、子どもの権利条約につい
てグループワークを行った。
７月～職員会議にてパートナーシップ宣誓、
保育の中のジェンダー平等について発信
し、職員間で共有した。
９月～職員会議にて職場研修を行い、子ど
もの権利条約についてグループワークを行
い園なりの条約にまとめた。
１１月～オレンジリボン運動、子どもの虐待
防止について発信し、職員間で共有した。
１月～ヤングケアラー、マイクロアグレッショ
ンについて発信し、意見をまとめ共有する予
定。

知ることをテーマとし、藤沢市や各自治体の
取組を自分自身が調べて、職員へ情報発信
をすることに努めた。多くのパンフレット、リー
フレットが作成、配布されていることやホーム
ページ等で情報発信されていることがわかり
積極的に知る行動が意識の向上にもつなが
ると感じた。また、職場研修のグループワー
クの中で、子どもの権利条約を自分たちの
言葉に言い換えることでより身近な問題とし
て意識するきっかけを作ることができた。保
育業務に関わる大切な内容であるため職員
一人一人の意識が継続できるよう発信し続
けていきたい。

61

藤
が
岡
保
育
園

・多様性を認め合い相手
を思いやる心を育む
・肯定的視点で関わろう

②

・医療的ケア児の受け入れや、支援の必要
な子がいる中、職員がインクルーシブの本質
を理解して保育をする必要があるため
・子どもの人権を守ることを最優先としなが
ら、肯定的に関わることを意識する ことで、と
もに働く職員間の人権意識を高め、チーム
力アップに繋がると考えたため

・新たに作成した人権チェックリストを活用
し、会議の中で振り返りを行う
・月ごとに担当を決め人権目標を立案、朝礼
時に読み上げて意識を高める
・職場研修を行い職員の意識向上に繋げる
・保育の中でも年間を通して人権を意識して
子どもたちと関り、相手を思いやる心やみん
な違ってみんないいという気持ちを育んでい
く

・月ごとに担当を決め人権目標を立案、朝礼
時に読み上げて意識を高めた
・職場研修を実施して職員の意識向上に繋
げたり、毎月の職員会議の中で、人権を
テーマにした事例を挙げ、話し合いの場を
設けたりと、毎月対話を通した振り返りの機
会を作った
・幼児クラスを中心に、人権に関する絵本を
用いて、子どもたちと一緒に考える機会を
もった

人権に関する文献を読む中で、対話を通し
てでしか、人権の意識を深めることができな
いとあったことから、今年度は、毎月の職員
会議の中で、人権をテーマにした事例をあ
げ、話し合う機会をもったり、自分の行動を
振り返る機会を作った。事例を挙げる中で、
自分はこう感じる、こんな思いがあるのでは
ないか等、職員一人一人が意識をして、発
言する姿が多くあった。話し合うことで、様々
な職員の考え方を聞くことができ、相手を知
る機会にも繋がっている。引き続き対話の機
会をもち、職員にも子どもにも肯定的な関わ
りができるように、意識向上に努めたい。

62

善
行
保
育
園

障がい者を取り巻く人権
問題を知り、職場の皆が
人権意識を持つ

④

6月2日の人権研修の中で、障がい者の人権
についての講義を聞いたので、テーマに設
定した

職員１人１人の人権意識の啓発を目的に
「人権について」・「人権課題について」会議
で意見交換を行った。

・「人権とは」どういうものかについて、職員間
で改めて確認をした
・人権課題について話をし、皆がどの問題に
関心があり、どう感じているか意見交換をし
た
・現在の神奈川県の取組について…共に生
きる神奈川憲章・条例等について知らせた
・障がい者の人権について、研修を用いて
話をし、グループに分かれ意見交換をした

・会議の中で話をし意見交換の機会をもった
ことにより、他者の人権に対する考え方を聞
くことができた。
・神奈川県の取組について、知らない人が
多かったので、知らせる機会となり良かっ
た。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

63

明
治
保
育
園

一人ひとりの思いや考え
の違いを受け止め、お互
いの存在を認め合い尊重
し、人権を大切にする心を
育てる。

②

子ども、保護者、職員の皆が自分は大切な
存在であることが感じられ、また自分らしく生
活が送れるようにするため。

・子どもが安心して自己発揮をし園生活が送
れるよう、職員間で話し合いの機会を持つ。
その中でその子らしさを認めていく。
・毎月、幼児クラスに人権についてわかりや
すく知らせていく。
・継続的な取組として、保護者への「子育て
ハッピーアドバイス」の掲示、毎月の誕生会
にて「すてきななかま」の歌を歌い一人一人
の『きらりとひかるすてきなところ』を伝えてい
く。また、今年度は、その内容を保護者にも
掲示知らせていく。
・人権チェックシートを使用し、自分の振り返
りだけでなく、他の職員の姿についても振り
返りをしていく。

・職員間で話し合いを持つことにより、一人
一人を大切な存在であること、その子らしさ、
その子の姿を認めていくことの確認すること
ができた。子どもへの関わり方や周りにいる
子、誰もがかけがえのない存在であることを
意識することができた。
・誕生会での『その子のすてきなところ』を掲
示したことで、保護者にとっても我が子以外
にも関心を持つことになり、あたたかな園に
なった。
・毎月、幼児クラスに人権についての話をし
てきた。その後の掲示では’ふじキュン’を用
いることで子どもの関心を持続することがで
きた。

・子どものことについて年度当初に話し合い
をもったことにより、一人一人を大切にしてい
くという意識を改めることができた。
・各自、自分の日々の行動を見つめ直した
り、職員間で行動や言葉使いを確認をしな
がら人権を意識した行動につなげてきたが、
今後も気づきを発信しあえる職場作りをして
いきたい。

64

浜
見
保
育
園

一人一人の個性や価値観
を認め合い、人権への理
解を深める

②

保護者、子ども、職員同士それぞれの関係
性の中で、互いを認め合う心を持ち、人権に
対する意識を高めたいと考えるため。

・職員会議にて人権について考える機会を
設け、意見交換をする
・幼児クラス向けに人権集会を行う
・人権集会の内容を保護者向けに掲示する
・毎月の人権標語を決め、園内に掲示する。

・職員会議にて人権について考える機会を
設けることができた
・幼児クラス向けに人権集会を行ったり、絵
本の読み聞かせを行い、人権に触れる機会
をつくることができた
・年度初めに職員より人権標語を募り、毎月
の標語を園内入口に掲示することができた

・会議で人権について考える機会を作り、そ
れぞれの立場になって考えることの大切さを
伝えることができた。
・５歳児クラスに人権集会を行ったところ、題
材が難しく反応が薄かった。そのため、４歳
児、３歳児向けには人権という言葉は使わ
ず、紙芝居や絵本を通して、それぞれの違
いを認め合うことの大切さや相手のことを思
いやる気持ち、自分に正直に生きることの大
切さを伝えた。その方が伝わりやすかったよ
うで、保育士の話をよく聞いていた。
・毎月の人権標語を園内に掲示したことで意
識して見る子どもや保護者の姿があり、今月
の人権標語を覚えて、保育士に伝える子ど
もがいた。また月初めに職員にも周知し、意
識づけになったと思う。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

・毎月、人権目標を職員みんなに考えてもら
うことで、継続して人権に対する意識を持
ち、それぞれの違いを受け入れながら、多様
な価値観を認め、その人を肯定的に捉える
気持ちや伝え方をしようとそれぞれの職員が
心がけているように感じている。分かり合おう
とする心を持つことで、お互いが自分らしく
仕事に取り組む姿勢がみられてきた。
・子どもに対しては、肯定的で前向きな言葉
で関わることにより、子どもたちが自己を発
揮し園生活を過ごしていると感じる。引き続
き、肯定的な言葉やその子を思いやる関わ
りを心がけていきたい。
・保護者に対しては、園だより等を通して保
育園で取り組んでいる人権の取組を伝え
た。保護者からは「おたより帳の書き方に配
慮を感じる」「先生たちがなぜその言葉を
使ったのか意図を理解できた」などの反応が
あり、園と保護者とでお互いに意識をもてた
ように感じる。
今後も「人権とは」という明確な答えはない
が、全職員で人権を意識し取り組むことを確
認した。

・月の目標をクラス毎順番に考え、目標に
沿った自分の気付きや思いなどを用紙に記
入してもらい事務所に掲示し月末に振り返り
の時間をもった。全職員のコメントがみられる
ように一枚の用紙にまとめ掲示したことで、
他職員の考えや思いに触れることができた。
定期的に行うことで人権について考える時
間になっている。また目標を自分たちで考え
たことで意識向上につながった。
・人権擁護のためのチェックリストの内容は
保育の実践に即した内容のため、自分自身
の保育を振り返るきっかけになった。少人数
で振り返りの時間をもったことで意見交換も
できた。
・園だよりで保護者に伝えたことによって、保
育園の人権の取組について知っていただく
機会となり、園と保護者とで意識の共有を持
てたように感じた。

・担当を決めて月ごとに人権目標に沿った
月の目標をたて、かつ個人の考えや気づき
を記入し掲示。月末に振り返りの機会を持
つ。
・人権擁護のためのチェックリストを活用。振
り返りの時間をもつ。
・会議で子どもの人権について大切にしたい
こと、心がけたいことを職員に周知。
・園だよりにて職員が人権について行ってい
ることを載せ、保護者に取組を伝える。

・職員一人一人が人権に対する理解を深
め、自分や相手のことを肯定的に捉える視
点をもち、子どもたちや保護者が安心して過
ごせる保育園を作っていきたいため
・職員が自己を発揮し、働きやすい職場づく
りのため

・人権年間計画を作成したことで、人権を大
切にする心を育てるという目標に向けて、職
員、子どもが、いつ、誰に、何をどのようにし
ていくかという道筋ができた。保育活動の中
に取り入れていく時期や方法の設定を課題
として、計画内容を改善していく。
・セルフチェックリストによる自己点検につい
て、クラスごとに毎月行っている話し合いの
中で、保育主任を交えて意見交換をする機
会を持てた。保育中の子どもに対する人権
について振り返る機会となった。意見交換の
内容を議事録に記入したことで全職員が回
覧し、自分の保育を見直すことにつながっ
た。
・障がいに対する考え方が従来の医学モデ
ルから社会モデルに変わっていることについ
て理解を深めた。意見交換をする中では、
障がい者と共生する社会には「障がい」「障
がい者」と言う言葉、そのようなカテゴリ自体
がなくなるということが一番良いのではない
かという意見が出た。インクルーシブ保育に
通じるところがあると思うので活かしていきた
い。

・人権年間計画を作成した。一人一人の思
いや考えの違いを受け止め互いの存在を認
め合い尊重し、人権を大切にする心を育て
ることを目標に、人権標語を作成したり、幼
児人権集会を行ったりした。子どもたちに
「ふわふわ言葉」「ちくちく言葉」という言葉を
知らせたことで、子ども同士で関わる中で「そ
れは、ふわふわ言葉だね」と褒め合う姿や
「それ、ちくちくだよ」と知らせ合う姿が増え
た。
・セルフチェックリストによる自己点検を行い
保育の中の人権について振り返りや意見交
換を行った。
・第３８回藤沢市人権啓発講演会の内容を、
園内の研修報告会で報告した。障がいに対
する考え方、障がい者との共生について理
解を深め意見交換を行った。

・湘南台保育園の人権年間計画を作成し
て、目標に向けて取り組む。
・前年度から行っている2か月ごとの人権標
語作成を継続する。
・全国保育士会発行の「人権擁護のための
セルフチェックリスト」を使用して自己点検を
行う。
・園内で研修報告会を行う際に、第３８回藤
沢市人権啓発講演会の内容について報告
し、障がいのある人の人権について意見交
換を行う。

・一人一人の思いや考えを知る機会を作ると
ころから始めて、振り返りや意見交換を行うこ
とで違いを知り、互いに認め合えるような関
係作りを目指すため。
・人権についての意識を高め課題を見つけ
るため。
・子どもだけではなく障がいについての考え
方や理解を深めて、意見交換を行い、職員
の意識向上を図るため。

②

大人も子どもも一人一人
の思いや考えの違いを受
け止め、互いの存在を認
め合い尊重し、人権を大
切にする心を育てる。

湘
南
台
保
育
園

65

②

子ども・保護者・職員　み
んなの価値観や違いを認
め尊重しあい、相手の立
場に寄り添う心を育む

善
行
乳
児
保
育
園

66

子
ど
も
青
少
年
部

（
保
育
園

）
（
つ
づ
き

）
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

子
ど
も
青
少
年
部

（
保
育
園

）
（
つ
づ
き

）

68

し
ぶ
や
が
は
ら
保
育
園

一人一人りの違いを認め
合い、相手を思いやる心、
尊重する心を育む

②

・保育園には外国籍の子、医療的ケアが必
要な子、配慮が必要な子など様々な子がい
ます。一人一人違いがあっていいこと、あり
のままの姿を受け止め良さを伝えていくこと
が大切であると考えたため。また、不適切保
育につながることのないよう、職員間で子ど
もの人権意識を高めていきたいと考えたた
め。

・人権チェックリストを使用し、定期的に自分
自身の振り返りをするとともに、会議や話し
合いの中で、気づきを共有していく。
・配慮が必要な子や医療的ケア児につい
て、会議の中で定期的に話し合いをしていく
ことで共通認識を持てるようにしていく。
・幼児組を対象に集会を行い、人権につい
てわかりやすく話をしていく。
・子どもの良いところをメッセージカードにし
て掲示していく。

チェックリストを使用して定期的に振り返りを
行ったことで、自分の保育を見直す良い機
会となり、名前の呼び方や声掛けの仕方な
ど人権への意識を高めていくことにつながっ
た。幼児組を対象に行った人権集会では、
言われて悲しい気持ちになる言葉と嬉しい
気持ちになる言葉があることや、相手の良い
ところに気付くことができ、相手を思いやる心
につなっがった。配慮が必要な子に対し会
議などの中で話し合いをすることで、共通認
識を持つことができた。

チェックリストについては、振り返る良いきっ
かけとなっているため、もう少し早い時期から
始められるとよかった。
幼児の集会では「ちくちく言葉とふわふわ言
葉」について絵本を使って繰り返し知らせる
ことで、子どもたちの中にも少しずつ浸透し
てきている。相手の良いところに気づき、言
葉で伝えられるよう保育士が手本となりなが
ら引き続き知らせていきたい。

・チェックリストを用いて、子どもの人権につ
いて各自で振り返りを行い内容を共有し、職
員会で意見交換を行った。自分や他人の日
ごろの言葉がけや言い方が気になるという言
いづらいテーマを取り上げた。保育の中で
子どもに対して、繰り返し同じ言葉がけをし
ていたり、他人の言い方に厳しさを感じて
も、気づいても言いにくいことがあり、伝えあ
える関係になっているか？などの思いを共
感しあった。
・日頃の保育の中で年齢に応じてわかりや
すく子どもたちに伝えられるよう、期の取組を
掲示して声掛けを行った。また、人権集会の
テーマは、今の子どもたちの姿をとらえ、子
どものプライバシーをテーマに実施した。今
までの保育の方法に加え、新たな視点を
持ったかかわり方の選択肢ができた。
・人権週間にちなんで朝礼で一言を取り入
れ、他人が人権のどんなところに関心を持っ
ているのか知ることができた。
・誕生会では「すてきななかま」という人権意
識を高めて、お互いを認め合う歌を歌ってい
る。保護者にも発信できている。

・各クラスの反省から、子どもや保護者の人
権を意識した見方や関わり方に配慮してい
ることが伝わった。様々な取組を保護者に対
してわかりやすく紹介する機会をより多く持
てるとよかった。
・普段から感じている疑問、困りごと、感謝の
気持ちなど、率直に声に出したり、周りの話
を聞ける雰囲気のある職場を目指し、いろい
ろな考え方や、感じ方があり歩み寄ることを
大切にしていきたい。その中で日ごろの雑
談の中からのテーマを取り入れられたことは
よかったのではないか。
・閉園まであと2年と少しとなった。職員が少
なくなっていくにあたり、不適切な保育を見
逃すことなく、お互いの思いを知り、尊重し
合って園運営をしていく必要があることを改
めて感じた。

・人権チェックリスト（７月・１１月）の使用、
個々の振り返り
・月の人権目標の立案、掲示することで意識
を高める
・年齢に合わせた伝え方で保育の中で人権
について触れる機会をつくっていく
　集会後に「みんなちがってみんないい」の
歌を流す
　また、その様子を保護者に掲示で園の取
組を知ってもらう。
・職場内で人権研修を行う

様々な考え方、視点、立場の違いがあること
を改めて感じながら、認め合い、寄り添い、
支え合っていける雰囲気を作ることで、風通
しのよい職場作りにつながると思ったため
（一人ひとりが大切にしようと思ううものを知
る）

②

子ども・保護者・職員、一
人ひとりの価値観や多様
性を受容し、認め合い、自
分らしさを発揮できる環境
をつくる

柄
沢
保
育
園

67
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

子
ど
も
青
少
年
部

（
保
育
園

）
（
つ
づ
き

）

70

ま
た
の
保
育
園

一人一人の個性、価値
観、相手の立場や存在を
認め合って尊重し、相手
の思いに寄り添い、思い
やりの気持ちを大切に育
んでいく。

②

子ども基本法が今年度の4月に施行され、子
ども家庭庁も設置されたことにより、改めて子
どもの人権を尊重し、子どもまんなか社会を
実現することが保育園の責務と感じたため。
一人一人の個性を大切にし、思いや立場の
違いがあっても、それぞれ皆かけがえのない
存在であることを再認識し、相手を思いやる
気持ちを育んでていきたいと思ったため。

・期の目標を週初めの朝礼で読み上げ、皆
で確認して意識づけていく。
・子どもたちに向けての標語をクラス内に掲
示していく。又、人権に関する絵本を読む機
会や歌「すてきななかま」を継続して行って
いき、自己肯定感や思いやりの気持ちを育
んでいく。
・チェックリストを活用しながら保育の振り返り
や人権について話し合う機会を設け、子ども
との関わり、保護者対応、職員間のコミュニ
ケーションに活かしていく。
・人権についての取組について掲示等で保
護者に発信していく。
・職員間でお互いのよい所を伝え合う機会を
持っていく。

子ども向けの取組として、クラス内に人権に
関する標語（期ごとに交換）を掲示してもら
い、随時担任からも声をかけてもらった。ま
た人権に関する絵本の読み聞かせを行っ
た。毎月の誕生会では継続して幼児組を中
心に「素敵な仲間」の歌を歌っている。職員
向けには、職場研修として人権研修を実施
し、全国保育士会のチェックリストを活用し、
グループごとに話し合う場を設け、保育の振
り返りを行った。価値観や経験年数の異なる
職員同士であるが、お互いに認め合える存
在となるよう、無作為に相手を抽出し【素敵
なあなたカード】に記入して、相手に渡すこと
を行った。

・子どもたちへの歌や絵本の読み聞かせ
等、継続的に取り組むことができた。いけな
い言葉使いには、過敏に反応し相手を非難
する姿はあるが、自分から進んでよい言葉使
いを心がけることは幼児には難しいので、保
育士自身が見本となるよう改めて意識した。
人権教育は一度やったら終わりということで
はないので、チェックリストを随時見直す良
い機会となり、職員同士のコミュニケーション
にも繋げることができたと感じた。【素敵なあ
なたカード】はまだ実施途中だが、良い傾向
がみられる。日頃あまりなじみがない部落問
題や障がいを考える研修を受けたことによ
り、職場研修でも知らせ、広く人権について
投げかける場となりよかった。

69

「みんなちがって　みんな
いい」を合言葉にして、一
人一人の違いを認め合
い、自分らしさを発揮でき
る環境作りをする

⑧

・今年度の「人権目標」は、人権に配慮した
意識や行動を職員で話し合い立案し、朝礼
で読み上げ確認していくことで、意識をもち
行動する姿につながった。
・職員向けに「子どもにとって最も良いことは
なにか？」と、自分の保育を振り返る人権研
修を行った。保育者自身が子どもへの関わり
方に対して意識をもっていくことの大切さを
改めて考えることができた。子どもの思いを
受け止め認めていく関わりをしていくことで、
自己肯定感が育っていくことを確認した。
・保育者自身の自己肯定感を高めるため
に、苦手なことも知ってもらえるようにしたり、
仲間の良いところを見つけて褒めあったりで
きる機会を設定し、「みんなちがって　みんな
いい」の木を作成した。皆で認め助け合うこ
とで、職員がポジティブな感情がわき、自分
も頑張ろうとモチベーションを高めることがで
きた。
・定期的に人権チェックリストで自分の保育
を振り返ることで、意識を持ち保育していくよ
うに改善できた。
・子ども向けの人権集会は、クラスごとに人
権について伝える機会を設定した。

・「みんなちがって　みんないい」の木を作成
する中で、普段は言わない保育者自身の苦
手なことを仲間に知ってもらえることで、気持
ちが楽になったり、相手を知ることができフォ
ローできたりプラスの作用が大きかった。ま
た、仲間の良いところを見つけて褒めあうこと
で前向きな気持ちになり、自分も頑張ろうと
チーム力向上につながった。毎年、早い時
期に出来ると良いとの意見が多かった。自分
を振り返る良い機会となるため、次年度の実
施時期を検討していく。
・定期的に人権チェックリストで自分の保育
を振り返ることは、子どもはもちろん、保護
者、職員間で相手の気持ちになり思いやる
気持ちを大切にし、人権を意識することにつ
ながるため、毎年行っていきたい。
・子ども向けの人権集会では、クラスの子ど
もの様子の状況に応じて「相手の子どもの気
持ちを考える関わり」や「様々な状況の子ど
もがいること」、「名前の呼び方」についての
話をクラス全体で絵に描いてわかるように話
をしたり、個別で話したりしていくことで、遊
びの中で保育士の声かけをよく聞き関わり方
を考える姿が増えてきた。

・人権に配慮した意識や行動を職員で意見
を出し合い、その中から「人権目標」を立案
し、朝礼にて読み上げ意識をもって行動して
いく
・職員向けの人権研修を行っていく
・人権チェックリストを活用し、定期的に保育
の振り返りを行う。職員間で共有し様々な視
点から振り返りをする。
・幼児クラスで人権集会を行い、子どもにも
人権についてわかりやすく伝え、考える機会
をつくっていく

・生き生きと過ごせるよう、一人一人の思い
や存在を大切にする意識を育みたいため

高
山
保
育
園

20



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

子
ど
も
青
少
年
部

（
保
育
園

）
（
つ
づ
き

）

71

小
糸
保
育
園

・「ふじさわ人権分化をは
ぐくむまちづくり指針」の改
定内容と「こども基本法」の
基本理念を知り行動する。
・「その人らしさ」を認め合
い行動にうつす

②

保育園には「こども」「保護者」「職員」「個」
「集団」など様々な「人権」を考えるベースが
あります。それぞれの人権を身近に感じ、考
えてもらい行動にうつせるようにするため

・人権年間計画を常に意識してもらえるよう
に職員に周知し、計画的に進められるよう毎
月１回朝礼で確認する
・人権に関する園での取組を掲示し、保護
者も子育ての参考にできるようにしていく
・冊子「語る・かたる・トーク」の記事を読んで
もらい、気になるところにラインを引くなど関
心をもってもらう
・人権チェックを５月と１１月に実施して、振り
返りや人権の意識の定着を図る

・毎月20日に朝礼で読み上げるほか、時差
勤務で朝礼に出席できない職員には動向表
に記入し周知できた。
・人権に関する集会等を保護者用掲示板に
写真や資料を載せ掲示でき、子どもに知ら
せるとともに保護者とも内容を共有できた。
・毎号「語る・かたる・トーク」の冊子を回覧
し、特に「移動教室の現場から」のページを
読んでもらい、気になるところにラインを引い
てもらうことができた。回覧が滞ることがあっ
たが、他の記事にも興味を示す職員も出て
きたのはよかった。
・全国保育士会の「人権のためのセルフ
チェックリスト」を５月に実施。さらに昨今社会
問題となっている不適切な対応と思われる
事案について１１月にチェックリストを作成し
実施できた。保育業務にあたり人権の振り返
りを行えたのはよかった。

・D&I推進員として講座や研修に参加させて
頂いたことは理解がさらに深まり、職員に「ふ
じさわ人権文化をはぐくむまちづくり指針」の
内容をより深く伝えられたのはよかった。
・職員自身が考えたり振り返ったり、様々な
人の考え方に触れるなどして、定期的に人
権について触れられる機会を持つことができ
たのは、人権の課題である「自分事として考
える」機会となり常に意識を持つ効果があっ
た。
・今回「こども基本法の理念について」職場
研修をし、内容に理解を得られた。保育所と
いう意思表明の難しい年齢の「乳幼児（こど
も）」を対象とした施設での人権の取組は、
職員の人権意識を高めていくことが大切で
ある。今後も「こどもの人権」を守るため、継
続した取組が必要と考える。

72

子
育
て
給
付
課

ジェンダー／ダイバーシ
ティを学ぶ

①

子育て給付課は、ひとり親家庭をはじめ、子
育て世帯からの相談や面談が多く、様々な
事情をお持ちの方が来所する。窓口対応を
適切かつ円滑に行うためにジェンダー平等
について職場全体で理解する必要があり、
様々な事情に対応できるよう、多様性につい
て学ぶことも必要である。

課内会議の時間を利用し、e-JINZAIの時流
別テーマ動画を視聴する。視聴後に感想に
ついて発表し、今後の業務へ活かす方法に
ついて話し合う。朝礼時などに再度アナウン
スすることで、学んだ内容の定着を図る。

課員全員を対象にジェンダー平等、ダイ
バーシティに関連する動画の視聴を実施し
た。
動画視聴後、意見交換を実施。若手職員の
ほうが意識できていることが分かった。
朝礼時に平等や多様性への配慮を持った
接遇をすることを定期的に周知した。

来所した市民に対し、ジェンダー平等・多様
性の意識を持つことで、これまで以上に寄り
添った相談支援を行うことができた。また、職
場内で意見を交換することで、職員一人ひと
りの意識が高まった。
相談支援の充実は数値化しにくいものであ
るため、効果を図ることが難しい。また、職員
の意識の定着が必要であるため、定期的な
研修・意見交換が必要であると感じている。
今後も課内会議の時間を利用し、定期的に
動画の視聴や意見交換を行うなど、職員の
意識向上・啓発を行っていきたい。

73

青
少
年
課

困難を抱える青少年の人
権について考える

⑫

課の業務とも関連しながら「困難を抱える青
少年」への支援のあり方ついて理解を深め
たいと考えた。

引きこもり、ドロップアウト等の課題を抱える
青少年への支援の方策を中心に、朝礼・夕
礼・課内会議等で情報共有を図り、対応策
を検討した。

課内で検討した内容も踏まえ、ユースワー
ク・ユースサポート定例会議において支援策
の提案を行った。

事務分担に関わらず、課題・困難を抱える青
少年について情報共有、情報交換を行い、
支援のあり方を検討したことは有意義であっ
たと考える。今後も取組を継続する考えであ
る。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

環
境
部
5

74

環
境
総
務
課

インクルーシブな社会を目
指す

⑫

本課は、ごみの分別や公衆便所など、高齢
者をはじめとするあらゆる世代のくらしや多
様な性のあり方と関連する業務を所管してい
ることから、電話や窓口対応などにおいて柔
軟な判断が必要とされている。そのため、多
様な考え方を職員が率先して受け入れ、イ
ンクルーシブな社会を目指す課内風土を醸
成する。

朝礼、課内会議又はメールにて、高齢者、
障がい者、多様な性などに関連するニュー
ス・新聞記事等を紹介し、課員で情報共有・
意見交換を図り、理解を深める。また、電話
や窓口での応対において、年代・国籍・障が
いの有無等に配慮し、相手に寄り添った説
明に努める。年度末に、１年間の取組を通じ
た課員の感想等をとりまとめ、翌年度の取組
に反映させる。

メールで本課の取組テーマを共有するととも
に、昨年度の取組を発展させ、単なる課題
確認に終始せず、相手を理解することに主
眼を置き、本課の業務と関連する「外国人が
ごみ分別を困難に感じる背景」「外国人が日
本のトイレを使用しづらい宗教上の理由」
「多様な性のトイレニーズ」について、国別の
状況、報道記事、意識調査等を配布し理解
を深めるとともに、課内で意見・感想を共有
し、日常業務において、相手の立場に寄り
添った接遇・施策立案に取り組むことを確認
した。

昨年度に引き続き、資料をメールで配布した
結果、各自の空き時間・ペースでじっくり取り
組む効果があったほか、意見・感想をメール
で提出・共有することで、集合研修よりも意
見しやすく理解を深める環境が維持された。
また、電話や窓口における相談等に対し、
丁寧な説明を行っており、今後についても、
様々な方の立場を考慮した取組を続けてい
きたい。

75

環
境
保
全
課

メンタルヘルスと人権

⑦

メンタルヘルスについては、誰もが直面しう
る問題であり、自分事としてとらえるだけでな
く、人権意識の視点から理解する必要がある
ため。

職場研修により、メンタルヘルスについて人
権意識の視点から学ぶ。

ｅ-JINZAIを活用した職場研修を実施し、メン
タルヘルスの理解を深めるとともに、人権意
識を高めた。

メンタルヘルスについて学習する機会が少
ないので、一定の効果はあったが、人権に
配慮した対応が求められる一方、正解がなく
難しい部分があり、今後も継続が必要と感じ
た。

76

環
境
事
業

セ
ン
タ
ー

高齢者の人権について理
解を深めていく。

③

超高齢社会を迎え、職場においても高齢者
を対象にしている「一声ふれあい収集」が業
務としてあり、思いやりや気持ちのこもった対
応を今まで以上に実施する。また耳の不自
由な方や足腰の弱っている方、認知症の方
など様々な対応の違いについて理解を深め
ていく。

職員向け資料を参考に理解を深めていく。
人権のDVDを使用し、グループ単位（8人程
度）で理解を深める。グループ会議で出た意
見は他のグループにも共有し意識を高め
る。認知症サポート講座を利用し高齢者の
特性など正しい知識を習得し、今後の超高
齢社会に対応する。

グループ単位での研修を行い、話しやすい
環境の中で意見交換ができ、高齢者の人権
について理解を深めることができた。新採用
職員など「一声ふれあい収集」の内容を知ら
ない職員もいるので、高齢者に対する環境
部の前向きな取組を説明した。収集業務に
おいては実際に現場に出る為、市民との対
話が多く、それぞれの立場にあった対話・対
応に努めていく必要がある。今後も日常の
業務の中で取組について前向きに対応して
いく。

高齢者の対応もあるため分かりやすく親切
丁寧な気持ちの対応が求められる。DVDな
どの教材を使い職員に対して知識・意識の
理解を再確認することができた。人権研修の
テーマを変えてほかのスキルアップもと思う
が、高齢者を対象にした業務があるので引
き続いてこのテーマで人権意識啓発をして
いきたい。なお、職員の人数が１４０人もいる
ため一度の開催が困難なため少人数形式
で研修を引き続き開催したい。

77

北
部
環
境

事
業
所

さまざまな人の人権を学ぶ
ことにより、接遇の意識や
知識向上につなげる

⑫

地域防災拠点となっている本事業所への避
難者や、ごみの持ち込みに訪れる市民の接
遇に対し、適切な知識を身に付けたい。

DVDを用いた研修を実施し、接遇に対する
意識や知識の向上に繋げる。

職場研修において、DVD「シェアしてみたら
わかったこと【外国につながりのある方、セク
シュアルマイノリティ、障がい、災害時の人
権】を視聴し、メールにてそれぞれの感想・
意見等を出してもらいました。
また、各職員の感想・意見を所内で共有し、
所内全体の意識向上や知識を深めました。

DVDを視聴し、所内で感想・意見を共有す
ることにより、様々な捉え方があることに気づ
き、接遇についての意識向上や知識を深め
ることに繋がりました。
今後、意見交換等を実施することにより、さら
に接遇への意識や知識を深めることが出来
ると思います。
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番号 テーマ設定の理由 取組内容

環
境
部

（
つ
づ
き

）

78
石
名
坂

環
境
事
業
所

多様性の尊重について

⑫

社会には多種多様な人がおり、円滑な施設
運営には多様性の尊重が欠かせないものと
なっている。

DVDを視聴し多種多様な人の存在を再認識
してもらう。また視聴後アンケ-トを実施し提
案された意見を職場内へ周知することでより
円滑な施設運営を進める。

勤務時間内に交代で多様性について学べ
るDVD2本を視聴し、簡単なアンケ－トに意
見等を記載してもらった。
職員からは「コミュニケ－ションが大切では」
「理解と思いやりが重要」「歩み寄りや互いに
理解が必要」などの意見が出された。

多様性、人それぞれが違うこと、すべての人
が自分と同じ考え方ではないということを職
員に再度認識してもらった。
当事業所には様々な人が来所され、職員と
接する中で職員が多様性を理解し行動の中
で生かしていくことが重要と考えています。
したがって今回の研修を経て職員には多様
性を認識した業務遂行を期待しています。

経
済
部
3

79

産
業
労
働
課

障がいのある方への理解
を深める

④

障がい者の就労、雇用に関することの業務
を担っていること、及びJOBチャレキャリア
アップ事務員への配慮などが必要となるた
め

障がい者支援課の職員による講習を受け、
さまざまな障がいについての理解を深め、障
がいのある方への配慮の仕方について学
び、実践する

障がい者支援課の職員により、国や市の障
がい者差別解消に向けた取組や、合理的配
慮について、「藤沢市職員サポートブック」を
利用した講義を行っていただいた。また、自
身の体験談をワーク形式で話し合うなど、普
段の行動や意識について、気付きが得られ
た。この講義にはＪＯＢチャレふじさわのキャ
リアアップ職員と福祉相談業務員にも参加を
してもらい、障がいのある当事者目線での話
しもあり、共に働く仲間としての理解が深まっ
た。

さまざまな障がいのある方への合理的配慮
について学び、理解が深まった。配慮するこ
とは、特別扱いをするということではなく、当
たり前に個人として尊重することであり、対等
であることだと認識できた。業務や日常生活
においても健常者・障がい者という区別をす
ることなく、「困っている人を助ける」という意
識を持つことが重要だと改めて考えることが
できた。

80
観
光
課

外国人の人権問題につい
て～文化や習慣の違いを
認め、多様性の理解を深
める

⑥

新型コロナウイルス感染症に関する水際対
策の緩和に伴い、増加する外国人観光客の
文化や習慣を知るとともに、偏見や差別に関
する正しい知識を学ぶことによって、より良い
観光案内業務の一助とするため。

課内研修を藤沢市観光協会と合同で行い、
年間テーマに関連するDVDを視聴し、感想
や学んだこと、疑問に思ったこと、自身の体
験等について、意見交換を行う。

11月１６日に研修用DVD「外国人と人権 違
いを認め、共に生きる」を観光課・（公社）藤
沢市観光協会（計６０人）の合同研修会で鑑
賞し、意見交換を行った。

人はなじみのある集団に対しては肯定的
な態度を示す一方、なじみのないものや異
質なものとの接触に対しては否定的感情や
不安を抱きやすい傾向がある。結果、異質
な人やものを遠ざけてしまうことがある。ま
た、異文化への無理解により、外国人観光
客を「マナーが悪い人々」と印象付けてしま
い、偏見や差別につながる一因にもなる。お
もてなし精神が豊かな国（市）として、失望さ
せないよう、身近にいる人を尊重して接し、
歩み寄ること、相手にあわせてもらうことな
ど、様々な意見交換により、知識を深めるこ
とができた。

外国人の文化や習慣の理解、多様性を意
識する機会は、少ないと感じていた課員も多
かったが、DVDを視聴して多様性に関する
理解を深めたことで、多様性を自分事として
とらえることができた。

多様性をより身近に感じることで、日頃の
業務のやり方が適切なのか、より働きやすい
職場とするためにフィードバックできることは
ないか、という意識改革につながる契機と
なった。今後も様々なテーマを取り上げるこ
とで、人権に対する視野を広げていきたい。
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経
済
部

（
つ
づ
き

）

81

農
業
水
産
課

「障がいのある人の人権を
考える」

④

農業水産課では、障がい者等が農業分野で
活躍することを通じ自信や生きがいを持って
社会参画を実現していく取組である、農福
連携を進めているため、障がい者への理解
を深め、人権に配慮した対応を行うことを学
ぶことが業務に役立つため。

「藤沢市 職員サポートブック」を課内職員に
配布し、課内会議で意見交換を行う。「藤沢
市 職員サポートブック」はその後も各職員
の手元に置き、業務に役立てる。

課内会議の前に「藤沢市　職員サポートブッ
ク」を課内職員に配布し、各自目を通しても
らったうえで課内会議で内容の確認と意見
交換を行った。課内会議では人権について
も触れ、「人権は、人が人として、社会の中
で、自由に考え、自由に行動し、幸福に暮ら
せる権利」ということを確認した。

「藤沢市 職員サポートブック」を利用するこ
とにより、障がい者への理解が深まり、配慮
の仕方などを学ぶことができた。より人権の
部分について深堀する取組をしてもよかった
とも思うが、この取組により職員の人権意識
がより一層高いものになったと思う。

　
計
画
建
築
部
7

82

建
設
総
務
課

ダイバーシティについて理
解を深める

⑧

ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指針
において、「本市では、ワーク・ライフ・バラン
スやダイバーシティの促進などそれぞれの
人が能力を発揮し活躍できる就労の場を提
供できるよう行政と事業者、労働者が連携を
図り取組を進める」こととしており、ダイバー
シティの推進について考えるために研修を
行う。

e-JINZAIを利用し、最新の情報を取り入れ、
ダイバーシティについて理解を深め、自治
体に求められる人権の取組について考え
る。

各自でビデオを視聴していただき、意見を出
していただいた。主な意見としては、「違いに
対応すこことにより生産性が下がってしまわ
ないよう環境を変える等の対応をするか否か
も含め、ダイバーシティに対しては総合的に
慎重に判断することが必要であると感じた。」
や「以前までは公平や平等に接することが重
要なのではないかと思っていたが、それだけ
では不十分あることに驚きました。また、特別
な対応を行うことの難しさを感じた」など、研
修を受けることにより、理解が深まった。

ビデオの視聴により、ダイバーシティーの基
本的な考え方理解ができたと認識している。
一方で、ディスカッションなど意見交換をす
るなど、認識を共有できる場を設けることによ
り、より一層理解が深められたのではと感じ
た。

83

都
市
計
画
課

ダイバーシティについて理
解を深める

①

「ダイバーシティ」とは何か、また、「ちがい」
に寛容な社会が求められる理由などを学ぶ
ことで、自治体に求められる人権の取組に
ついて意識啓発を図るため。

Web研修ツールを利用して研修を行い、課
内会議で意見交換を実施する。

Web研修ツールを用いて各自でダイバーシ
ティに関する動画を視聴し、後日、課内会議
の場において、自治体に求められる人権の
取組について意見交換を実施した。主な意
見としては、「自治体においても施策や計画
を展開していくうえで、「自分の当たり前」の
観念だけで検討するのではなく、「こんな人
もいるかな」など多角的な視点から見て、施
策や計画を検討する必要がある」、「自治体
職員の働き方の多様性という観点では職員
の男女構成について近年は女性の採用が
増えているかと思うが技術職員はいまも男性
が圧倒的に多く民間企業に先立って、多様
な採用をリードしていく必要がある」などのほ
か、多数の意見があった。

Web研修ツールを利用した動画視聴は、課
員にとって研修を受講しやすい環境とするこ
とができた。また、研修内容として、なぜ社会
がダイバーシティを求めているかを学習する
ことで、自治体に求められる人権の取組に
ついて考える良い機会になったと思う。
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計
画
建
築
部

（
つ
づ
き

）

84

街
な
み
景
観
課

ダイバーシティへの理解を
深める。

①
④
⑥

ダイバーシティへの理解を深め、多様な生き
方、考え方を認めた電話や窓口対応を推進
するとともに、職員間での認合いをすすめる
ため。

e-jinnzaiの動画を各自視聴し、セクシュアル
マイノリティ、障がい者、外国人との共生、女
性活躍推進についてのこれまでの流れや課
題や現在の自治体の取組みを学び、窓口
や電話対応だけでなく、職員間での認め合
いをすすめ、よりよい職場の雰囲気づくりの
一助とする。

「ダイバーシティ＝多様性という認識だった
が、違いを受け入れ、対等な関係を気づき
全体の調和を図るという意味までは知らな
かった。」、「相手との違いや多様性を認め、
それを受入れ対応することが大事」、「多様
性に対応することは当たり前のこと」など、ダ
イバーシティに対する前向きな考えをである
ことを共有することができました。

複数の分野の課題と取組みについての動画
を選択したため、人権の多岐にわたる内容
を端的に広く理解する一助となった。意見感
想等では外国人との共生に係るものが多く、
日本における外国人永住者の増加に対し
て、共生していく必要があることを考えている
ことが伺えた。現時点では外国人と業務内
で関わることはほとんどない状況だが、外国
人との共生について絞り、意見交換を行うこ
とで、新たな気づきや理解が深まるのではな
いかと感じた。

85

開
発
業
務
課

互いに尊重しあいハラスメ
ントのない職場づくり

⑧

職員一人ひとりが人権を意識し、相手を尊
重する姿勢を持つことで、風通しが良く働き
やすい職場づくりに努めることは、円滑な業
務遂行の一助となるだけでなく、窓口・電話
対応等で人と接する機会が多い本職場にお
いては、市民サービスの向上にも寄与すると
考えられるため。

朝の挨拶から始まり朝礼での情報共有等、
日頃から課内でコミュニケーションを図るとと
もに、職場研修の一環として人権課題につ
いてのDVDを視聴し、人権に関する理解を
深め、自身の行動に対して再認識する機会
をつくり、日々の業務に活かす。

挨拶や朝礼での情報共有等、コミュニケー
ションを図る取組みを日常的に進めるととも
に、人権に関わる職場研修として、DVD「な
ぜ企業に人権啓発が必要なのか」を視聴し
た。視聴後の意見交換では、普段の自身の
行動に対する反省の弁や今後に向けた抱
負・提案の他、海外の取組状況や今回の
DVDになかった人権テーマについて興味を
持ったので自主的に調べてみたいという前
向きな意見もあった。全員で意見を出し合う
ことで、DVDの感想一つとっても様々な考え
方があることが分かり、互いを尊重しあう意義
を再確認できた。

日々の業務に忙殺されると人権に対する意
識が希薄になりがちであるが、研修を通じて
各々が人権についてあらためて考えるきっ
かけとなり、人権の大切さを再確認し、課員
全員で意識を共有できただけでなく、業務を
離れて皆で輪となり意見交換を行ったこと
は、コミュニケーションを図るよい機会となっ
た。多様化が進み、一昔前と比べて人権意
識もかなり社会に浸透していると感じられる
なかで、今回使用した2014年制作のDVDで
も既に時代錯誤な場面も見受けられたの
で、教材選定の際は、なるべく新しい情報を
取り入れるよう留意したい。

86

建
築
指
導
課

近年、多種多様化する各
種ハラスメントについて理
解を深める。

⑧

多様化するハラスメントを知り、根絶すること
がD&I推進に繋がると考えるため。

年間テーマについて、朝礼やポータル活用
により身近な事例紹介や情報共有・意見交
換を行いながら、日常の意識付けを促す。

昨年度のテーマであった「アンコンシャスバ
イアス」に関連する内容として、近年増加し
続けている多種多様なハラスメントを本年度
のテーマとし、朝礼を通じて偏ったものの見
方によって生じるハラスメントや身近な事例
紹介等を行った。特に「アンコンシャスバイア
ス」を起因として生じる可能性が高い「ハラス
メント・ハラスメント」の危険性に触れ、行動の
送り手側及び受け手側双方が、自らの行動
に偏見がないかなど、一度立ち止まって考
えることがハラスメント根絶の第一歩になるこ
とを共通認識とすることができた。

ハラスメントは、人が不快感を感じた時点で
ハラスメントという解釈がある一方で、ハラス
メント・ハラスメントのようなものが横行すれ
ば、一挙一動に対して過度ともいえる細心の
注意が求められ、職場のコミュニケーション
環境が硬直する危険性があることを認識し
た。個人の不快感は、個人の物差しでしか
図れないため、統一的な行動指針等を示す
ことは困難であるが、今後は、個々の行動に
対する振り返りを定着させる手法、さらには
問題の発生を事前に回避するために組織に
求められる効果的な取組内容等を考察し、
実践していくことが求められる。

25



課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
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年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

87

公
共
建
築
課

インターネット上における
人権侵害を理解し、イン
ターネットを適正に利用す
る。

⑪

各職員にToDoアンケートを行い、一番関心
のある課題を設定しました。インターネットの
普及により、SNS等の利用が急速に拡大して
いること、利用者が低年齢化する等、様々な
課題があることから、利用の仕方を誤ると、
誰もが被害者、加害者になり得る時代になっ
ていることを認識し、職員と家族が適正にイ
ンターネットを利用し、人権侵害を未然に防
ぐことを目標とします。

令和5年３月に「ふじさわ人権文化をはぐくむ
まちづくり指針」が改定されたことから、指針
からどのような人権課題があるかを理解しま
す。その後、設定テーマについて、市の取
組や課題を知り、国で提供しているリーフ
レット等の資料を活用して理解を深めます。
その後、ToDoアンケートを実施し、意見集約
した内容を各職員に周知して、人権意識啓
発に取組みます。

テーマ設定時、「ふじさわ人権文化をはぐく
むまちづくり指針」の人権課題12項目の現
状を学び、様々な人権課題があることを知る
機会としました。その後、テーマ「インター
ネット上における人権」について、理解を深
めるために、「ふじさわ人権文化をはぐくむま
ちづくり指針」と「令和４年度版 人権の擁
護」の中の該当部分を学び、ToDoアンケー
トを行いました。テーマについて知っていた
か確認したところ、84%の職員が知っていたと
回答し、知らなかった職員は、16％でした。
学んだ感想や今後取り組みたいことについ
ての回答結果を各職員に周知しました。

指針にある人権課題１２項目を学び、身近な
人権については、考えたことがあるが、様々
な人権があることを学ぶ機会になったと意見
があったので、多くの人権課題があることを
定期的に学ぶことは意識啓発に効果が高
かった。テーマについては、身近な人権課
題なので、取組み易く意見も多く出された。
意見を周知することによって、様々な考え方
や捉え方があることを各職員が知り、職員と
その家族が適正にインターネットを利用する
意識啓発となった。あまり身近ではない人権
課題について、どのように関心を持つかが、
意識啓発の課題として考えられた。

88

住
宅
政
策
課

生活困窮者の住宅確保の
支援を行う

⑩

生活困窮者、高齢者、障がい者、子育て世
帯等のうち生活や住宅に配慮を要する方々
の住まいの確保や生活の安定、自立の促進
に係るセーフティネット機能の強化に向け
て、市民に寄り添った適切な対応を行えるよ
うにするため。

生活困窮者（低額所得者、高齢者、被災者
等）の住まいに関する相談に対応し、「生活
困窮者自立支援制度」の案内パンフレットな
どを配布し、生活困窮者の課題解決に向け
た情報提供や関係窓口を紹介していく。

・国からの要請等に基づき、次の2項目につ
いての業務を実施するのに伴い、生活困窮
者自立支援制度を活用した、居住支援への
所属職員の気づきを目的とした課内研修
を、地域共生社会推進室の担当職員を講師
に迎え、９月２６日に実施した。
・生活困窮者自立支援制度に基づく支援
が、支援を必要とする生活困窮者に周知さ
れるよう、公営住宅等の住まいに関する相談
時にパンフレットの配布や支援窓口等の案
内を積極的に行った。
・低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、
子育て世帯など、住まいの確保にお困りの
方が賃貸住宅に円滑に入居するための相
談窓口の案内を年間を通じて実施した。ま
た、藤沢市居住支援協議会による住まい探
し相談会を2回／年、並びに高齢者の住ま
い探し相談会を６回／年開催した。

・ 市営住宅の家賃滞納者は、税や保険料等
の滞納も多く見受けられ、自立支援制度の
案内をすることで、経済的自立のみならず日
常生活の自立や社会生活の自立など、本人
の状態に応じた自立支援に繋げることがで
きた。
・ 収入に占める割合が高い、高額家賃によ
る家賃滞納が重なると住居を失う可能性もあ
るが、早い段階で支援相談窓口につなげる
ことにより、自立支援制度等を活用した生活
困窮者の生活の建て直しが図られた。

都
市
整
備
部
6 89

都
市
整
備
課

自治体に求められるダイ
バーシティの視点

⑧

経済活動のグローバル化の進展に伴い、企
業活動における人権の尊重への注目が高
まっている。就労者の人権として、ダイバー
シティの促進などそれぞれの人が能力を発
揮し活躍できる就労の場を提供できるよう対
応する必要がある。

職場研修などでテーマに基づいたDVDを視
聴するなどし理解を深める。

職員課ライブラリにあるWeb研修ツール「e-
JINZAI for government」を活用し研修テーマ
である「ダイバーシティ推進と自治体に求め
られる人権の取り組み－自治体に求められ
るダイバーシティの視点」の動画を視聴し
た。また、各自の感想についてはToDoのア
ンケートを実施した。

動画の視聴により、多様性について考えると
ともに自治体職員としてどんな視点を持つべ
きかなどを考えることができた。各自のアン
ケートからはダイバーシティの視点について
理解が深まったことなどの意見が多く、豊富
な 研 修 材 料 が 揃 っ て い る 「 e-JINZAI for
government」研修を積極的に活用することが
できた。

計
画
建
築
部

（
つ
づ
き

）
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具体的な取組結果 効果・反省点等
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90
公
園
課

みんなで目指す！
SDGs × ジェンダー平等

①

建設業界における女性の就業者の割合は
少ないが、女性の就業者数は年々徐々に増
加している。
本課においては、女性職員の割合が約３割
ほど在籍している中で、男女ともにジェン
ダー平等社会について理解を深め、働きや
すい職場づくりを目指していく。

課内会議において、ジェンダー平等社会に
関する資料を利用し意見交換を行うなど、
ジェンダーについて理解を深める。

内閣府が発行しているジェンダー平等に関
する資料を用い、全ての人の人権を尊重し
責任を分かち合い性別に関わりなく個性と
能力を十分に発揮する社会づくりのための
取組に対し、意見交換等を行い、ジェンダー
平等社会について理解を深めるよう意識啓
発を図った。

ジェンダー平等社会について、お互い同じ
職場内で働く仲間として、立場を尊重する意
識付けができたと思います。今後さらに理解
を深めていければと思います。

91

み
ど
り
保
全
課

高齢者の人権について考
える

③

緑の保全活動をされている方々は高齢者が
多いことから、高齢者の人権について理解
を深めることを目的に設定しました。

ターミナルケアに関するDVDを利用し、各々
の感じたこと等を共有することで、気づきや
理解を深め、人権に配慮した行動を意識づ
ける。

高齢者の人権に関するDVDを視聴し、その
感じたことを共有することで、誰にでもやって
くる自分事として考えるきっかけにもなった。

自分事として捉えることで理解が深まった
が、業務に反映できるよう考えた設定理由を
踏まえると、取組内容について、高齢者の
様々な人権を考える内容とすることができな
かった点が反省すべきところである。

92

藤
沢
駅
周
辺

地
区
整
備
担
当

仕事と生活の調和が実現
した社会づくりについて理
解を深める

①

課内では子育て期をこれから迎える方、最
中の方、終えた方など、様々な生活の段階
を迎えている職員がいる中で、課全体で働
きやすい社会づくりについて考え、人権意
識の向上を図ることで、職員一人ひとりが仕
事のやりがい、充実感を感じ、仕事上の責
任を果たすことがきるようにするため。

課内会議や職場研修の中で意見交換や
DVD教材などを使用し人権意識に触れる機
会を設け、働きやすい職場づくりの実現に向
けて、どのような意識を持てば良いか考えて
いく。

課内会議において子育て中の職員も含めた
全職員でDVD「マタニティハラスメント」を視
聴し、子育てハラスメントの実態を正しく捉え
ることができた。
また、先輩職員からの子育て中における働
き方のアドバイスや、子育て中の職員からは
今のライフサイクルなどを発表しあった。

子育て中の職員への対応について課内で
意識的に触れる機会をつくり、職員間で働き
やすい職場づくりについて理解を深めること
ができた。
今後としては、各家庭ごとに生活の状況は
少しづつ違うため、実例や体験をあまり強要
することがないように気を付け、各職員に
あった働き方を受け入れる意識が大切と感
じている。

93

西
北
部
総
合

整
備
事
務
所

インターネット上における
人権

⑪

情報社会においてインターネットはとても便
利な一方で他人への誹謗中傷やプライバ
シーの侵害、SNSのいじめなど様々な問題
が起きています。このことからも、改めて身近
な問題として捉える機会としたい。

所内研修等においてDVDの教材等を利用
し知識習得と意見交換を行う。

所内会議において、【DVD】「いわれなき誹
謗中傷との闘い～スマイリーキクチと考える
インターネットにおける人権」を視聴し意見
交換を行った。
インターネットの特性である「匿名性」を悪用
し不特定多数の人から個人攻撃される事例
について学び、インターネット上における人
権問題の課題について共有することができ、
身近にも起こりえることとして考えるきっかけ
をつくることができた。

日常生活でインターネットの利用は不可欠と
なっており、その中でインターネット上の安
易な不確定の情報は鵜呑みにしないことが
重要で、軽い気持ちであっても誤った情報
を発信することが、想像以上に社会的影響
や人を傷つけることに繋がるという事を再認
識することができた。インターネットの誹謗中
傷の加害者にも被害者にもならないように注
意が必要であると所内で共有ができた。

都
市
整
備
部

（
つ
づ
き

）
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都
市
整
備
部

（
つ
づ
き

）

94

北
部
区
画

整
理
事
務
所

高齢者の人権について理
解を深める

③

業務を行っていくにあたり、地権者交渉や苦
情要望で高齢者と接する機会が多い。この
ことから高齢者の人権について理解を深め
ることで、業務の一助になるようにしたい。

当該テーマに関するDVDの視聴や冊子を
所内会議等で配布し、高齢者の人権につい
て理解を深める。また、高齢者の人権に関
するニュースやトピックがあればD&I推進担
当が朝礼で所内職員に周知していく。

冊子「ともに生きる時代へ～高齢社会と人権
～」を用いて研修会を実施し、高齢者の人
権問題（高齢者への虐待や高齢者の就労
等）について理解を深めた。また、今後の超
高齢社会時代についての理解も再認識して
もらうと同時に高齢者の社会参加と生きがい
の創出の重要性も認識してもらった。
なお、高齢者の人権に関するニュースやト
ピックがあった際には、朝礼で紹介し、高齢
者の人権に関する意識の醸成に努めた。

今回、高齢者の人権をテーマに掲げたこと
で、具体的に何が高齢者の人権侵害になっ
ているのかが明確になったと考える。また、
業務で高齢者の方と接する機会が多いこと
から、高齢者の人権を尊重した説明や対応
を心掛けるようになったと考える。
なお、DVDの視聴を実施していないため、２
月に視聴会を予定しています。

道
路
河
川
部
5

95

道
路
河
川
総
務
課

ビジネスと人権に関する指
導原則について学ぶ

⑧

社会全体としての人権に関する理解促進・
意識向上も必要となるので、人権教育、人権
啓発を理解するため。

ビジネスと人権に関する取組について理解
を深め、市の事業等に企業が人権への負の
影響を引き起こし又は助長している場合、ど
のような取組が必要か考える。

職 場 研 修 に お い て 、 「 ｅ -JINZAI for
government」のSDGｓの課題解決とイノベー
ションの起こし方を視聴し、ビジネスと人権に
関する取組についての理解を深められた。

「ビジネスと人権」について、企業が取組を
実施するためには、社会全体としての人権
に関する理解促進・意欲向上が必要であり、
人権教育、人権啓発の取組の必要性を理
解することができた。

96

道
路
管
理
課

インターネット上の人権問
題に関する理解を深める

⑪

DXの推進にあたり、インターネット上の情報
を主体的に読み解く能力や情報を正しく活
用していく態度を身につける必要があるた
め。

藤沢市人権施策推進指針やテーマに沿っ
た資料等を使用した研修等を実施する。

9/26に課内研修を実施し、①「藤沢市人権
施策推進指針改定版」で市の人権に関する
取組等を確認した上で、②「考えよう！イン
ターネットと人権」(公益財団法人人権教育
啓発推進センター)を使用して、インターネッ
トの使い方のセルフチェックの実施や身近で
行っているトラブル事例を共有するとともに、
③「かながわ憲章」の確認を行った。

インターネット上の情報や日常生活の中に
潜む危険を共有することによって、日常の業
務や様々な情報の活用や発信においても、
人権に配慮することについて理解を深める
機会となった。
今後も継続的に人権意識啓発に取り組むこ
とで、様々な人権に関する意識をより一層高
めていく必要があると考えています。

97

河
川
水
路
課

職員がインターネット上で
加害者にも被害者にもな
らない。

⑪

インターネットなどの発達により、利便性が高
まる一方で、SNS上でのいじめやトラブル、
特定の個人を対象とした誹謗・中傷や差別
的な表現の書き込み、個人情報の掲載など
によるプライバシーの侵害など、インターネッ
ト上での人権侵害が大きな問題となっている
ことから、職員が加害者にも被害者にもなら
ないために、情報リテラシーや情報モラルを
高める必要があるため。

職員がインターネット上で加害者にも被害者
にもならないために、情報リテラシーや情報
モラルを高めるための知識の習得。

藤沢市公式SNS（フェイスブック「カラフルフ
ジサワ」）の確認。
「藤沢市職員のソーシャルメディアの利用に
関するガイドライン」の確認、個人アカウント
だとしても気を付けるべき内容を把握した。
個人的な発言だとしてもネットは全世界につ
ながっていることをあらためて確認できた。

本課では藤沢市の公式SNSに情報発信する
機会がない（LINE通報アプリは運用中）た
め、ガイドラインにより知識の習得が図れた。
また課員の多くが個人アカウントを持ってい
るため、改めてネットリテラシーについて確
認ができた。
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98

道
路
整
備
課

インターネット上における
人権

⑪

インターネットの普及により、利便性が図られ
た反面、人権侵害等のリスクが社会的な問
題となっていることから、職員の理解を深め
ることでインターネット上のトラブル等を防止
するため。

職場研修などで人権啓発リーフレット等を活
用してインターネット上における人権につい
て考える

人権啓発リーフレット「考えよう！インター
ネットと人権（三訂版）」を教材として研修を
行い、課内で意見交換を行うことで、職員の
理解を深めることができた。

インターネット上の人権については、誰しも
が被害者、加害者になる可能性を持ってお
り、身近な問題として捉えることができ、再認
識できたことで効果があったと考える。今後
は、他の人権問題についても、積極的に研
修等に参加し、課内で情報共有していきた
いと考える。

99

道
路
維
持
課

高齢者への人権について
理解を深める

③

市民の高齢化が進み、今後、高齢者との対
応が増加することが想定されるため、高齢者
の人権について理解を深め、人権に配慮し
た対応を目指す。

職員が高齢者の人権に配慮した行動ができ
るよう知識と理解を深める。

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針」及び人権教育啓発センターの「ともに生
きる時代へ」を職員が個々に読んでもらう形
式で取り組んだ。

高齢者への説明するときなど相手の特徴を
よく理解し、今まで以上にわかりやすい説明
を心がけ、また、高齢者への理解を深めるこ
とで高齢者だけでなく様々な人にあわせた
対応をすることができた。

下
水
道
部
3 100

下
水
道
総
務
課

就労者の人権を考える

⑧

就労者の人権を意識しながら、良い職場環
境を作っていくために、お互いを認め合い
尊重することで、その意識が業務にも影響す
る。また、効率性を向上させるためにも仕事
と生活の調和を意識することが必要であるた
め。

課内会議等において、DVDの教材等を用い
た研修を行い職員相互の理解を深める。

課内研修において、DVD「なぜ企業に人権
啓発が必要なのか」を視聴し、意見を述べま
した。今回のDVDでは、課題が多岐にわた
る内容であったため、新たな気づきというより
か、再確認の機会となった。日ごろから、お
互いに発言しやすい雰囲気を作り、お互い
を思うことで、良い職場環境を作る一助にな
ればと思います。

DVDの視聴は、自分たちの職場環境につい
て考える機会になった。どのように意識する
かによって職場環境のみならず私生活にお
いても活用できることを認識することができ
た。このような研修形式でも一斉研修と同等
の効果が得られたと思う。

101

下
水
道
管
路
課

インターネット上の人権

⑪

業務の電子化が進み、メール等を利用した
業務も増加しているうえ、私的にSNS等を利
用する職員も多いことから、人権を意識した
インターネット上の注意点を意識する。

・.D＆Ｉ推進員が朝礼時において声掛けを実
施し、意識向上を図る。
・資料等を用いて課内周知を行い理解を深
める。

取組内容について、朝礼時における声掛け
や、資料を用いた課内周知を実施し、職員
各自の理解を深めた。

世代間においてSNSの利用頻度が異なるこ
とや、プライベートにおける利用状況も把握
しづらく、一般的な周知・説明となってしまう
ところに改善の余地があったと感じた。

道
路
河
川
部

（
つ
づ
き

）
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下
水
道
部

（
つ
づ
き

）

102

下
水
道
施
設
課

人権問題は他人事ではあ
りません

⑪

インターネットにおける人権侵害について
は、若者を中心としたSNSなどでのネットいじ
めが問題視されることが多くありますが、大
人でも誹謗中傷、名誉やプライバシーの侵
害などの問題も多く発生しています。また、
匿名掲示板等での、特定の民族や国籍の
人々を排斥する差別発言など、様々な問題
も生じています。
これらの問題は、誰しもが当事者となる可能
性が高いことを認識し、「他人事」でなく、「自
分の事」として意識してもらい、人権意識啓
発につなげたいと考えました。

職場研修において、DVDの教材を用いた動
画視聴を実施し、インターネット上における
人権について理解を深め、その後、職員間
で意見交換を行い、人権尊重の意識を高め
る。

職場研修において、「インターネットと人権
加害者にも　被害者にもならないために」及
び「いわれなき誹謗中傷との闘いスマイリー
キクチと考えるインターネットにおける人権」
のDVDを視聴し、職員各自にインターネット
上における人権侵害について考えてもらい
ました。その後、当該人権課題を含め、人権
課題全般について、職員間で意見交換を行
いました。意見交換では、「意図しない状況
でも人権問題の当事者となってしまう恐れが
あり、公務員としてより慎重に利用する必要
がある」といった意見や、「SNSの使用は一度
間違って送信したら取り返しがつかないこと
になってしまうので、極力使用していない
が、利用していなければいないで世間から
取り残されてしまう恐れもある」などの意見が
ありました。人権課題全般については、多様
化する現状からも、定期的に学習すること
で、意識啓発を含め、人権問題に直面した
際の対応を学ぶ必要があるとの意見がありま
した。

日頃から人権意識を高く持って生活してい
ても、意図しない状況でも加害者や被害者と
なってしまう恐れがあることや、身近なところ
でも様々な問題が生じていることを再認識す
ることができました。インターネット上におけ
る人権侵害については、すべての人権問題
を表面化するものであり、今後も様々な人権
問題を学習し、人権尊重の意識を高く持つ
必要があることを、職員それぞれが理解する
ことができたと思います。

市
民
病
院
3

103

病
院
総
務
課

ハラスメントの根絶

⑧

様々な職種が働く病院内では、考え方の違
いからハラスメント事案が生じやすい土壌が
あると考えるため、従業員一人一人がハラス
メントの被害者と加害者にならないための基
礎知識を学ぶ。

・課内会議でのe-JINZAIの受講
・院内研修での、ハラスメント講演会の開催
・ハラスメント相談窓口の設置

・e-JINZAIの受講
・ハラスメント講演会の開催（総務課が院内
向けに開催、総務課の職員も受講生として
参加）
・パワーハラスメントに関するポスター掲示
（ハラスメント相談窓口の周知）

e-JINZAI、院内ハラスメント講習会などを受
講することによって、ハラスメントに関する知
識を深めることができた。また、院内にパ
ワーハラスメントに関するポスター掲示などを
行うことによって、課内だけでなく院内のハラ
スメント相談窓口の周知にもつながったと感
じている。

104
医
事
課

来院されるさまざまな患
者・家族等の人権の理解
を深める

⑦

子どもから高齢者、障がいのある方、外国
人、犯罪者等さまざまな患者が来院される病
院の職員としてそれぞれの人権について理
解を深め、人権に配慮した対応を行えるよう
なるため。

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針」や各種資料を活用し、職員への人権意
識の啓発を行った。職場研修でのe-ラーニ
ングの受講。
職員間の会話でも、双方向のやりとりを心が
けるようにする。
ご意見回答や相談対応など、個々が対応し
た事例を情報共有することで次へと活かして
いく。

多様な人権があることを再認識した。相手を
尊重・理解することで自分ができること・すべ
きことを考えるようになった。業務の都合上、
個々での学習また少人数で実際の対応事
例について意見交換を行った。同じ対応内
容でも、A氏は○○B氏は△△という反応
だったとという事もあった。

来院者への対応について、共通理解を図る
ことにより同じ心構えを持って業務に従事す
るようになった。
今後患者との対応時も、得た知識を踏まえ
た言動が取れるようにしていきたい。
多職種が働く職場なので、交流時にも活か
せるようになった。
集合型の研修の時間を取ることが出来な
かった。
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市
民
病
院

（
つ
づ
き

）

105
教
務
課

藤沢市の「人権施策推進
指針改定版」を理解し、病
院での実習指導をするに
あたり、患者様の人権につ
いて改めて解り、看護教
育へ取り組んでいく。

⑦

教務課は、この１～２年、新任の教職員が多
くなったため、藤沢市の人権施策推進指針
改定版について理解してもらうことを第一の
目的とした。人権課題中では、実習指導を
するにあたり、もう一度「患者等の人権」につ
いて考え、理解することを挙げた。

ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指針
「藤沢市人権施策推進指針改定版」を、回
覧し、ポータルからの閲覧も案内をし、基本
的な考え方を確認する。

ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指針
「藤沢市人権施策推進指針改定版」を各教
職員が読み込むことで、藤沢市における人
権の取組について、誰もがお互いを尊重し、
それぞれの生き方や考え方を認め合う人権
という施策を理解できたではないかと考え
る。また、患者等の人権については、藤沢市
民病院での実習指導をするにあたり、教員も
藤沢市民病院の方針では、「患者さんの権
利と責任」をあらためて再認識し、学生指導
に取り組むことにつながる。

藤沢市が取り組む人権について、教職員と
共有することができた。教員は、患者等の人
権だけではなく、病院に入院している患者さ
まは、こども・高齢者・障がいのある人・外国
につながりのある人、生活困窮者など、様々
な背景を持った方を受けもつため、一人ひと
りの人権を尊重し、その方にあった対応を学
生と共に考え、実践していくことにつながる。

消
防
局
7

106

消
防
総
務
課

男女ともに働きやすい環
境構築

①

男女ともにやりがいや充実感を感じながら、
業務を遂行できるような職場環境を確保して
いき、職員一人一人の能力を引き出し、質
の高い消防行政を市民の方々に提供してい
く。

各職場に配置してる衛生管理者を中心に職
場巡視を行い、男女ともに働きやすい職場
環境（ハード面）への改善等を行っていく。ま
た、仕事と家庭の調和を図るワーク・ライフ・
バランスを確保できるよう、男性の育児休業
推進を図っていく。

10月から11月に衛生管理者を職場巡視実
施。全職員が働きやすい職場環境を構築す
るためヒアリングを行い、職員の意見等を聞
き取り、必要箇所は速やかに改善するよう現
在も進めている。今後も男女共に働きやす
い環境を構築していく。また、男性の育児休
業取得については、全職員へ「取得の推
進」、「取得可能な職員への配慮」等をお願
いし、前年度の男性育児休業取得約８％か
ら今年度は５０％と大きく取得率が上昇し
た。

男性の育児休業については、各職場で理解
が深まり、男性でも取得しやすい環境へと変
化している。希望調査も行い、各職場で偏り
がないよう努めているが、今年度を超える育
児休業者や長期育児休業者の増加となる
と、全職員が無理なく休みを取得できるか、
不透明な部分もある。今後も、全体の規模感
を把握し、さらに課題を整理し、代替職員の
確保等も積極的に検討する必要性があると
感じた。

107
予
防
課

高齢者の人権についての
理解を深める

③

高齢者が健康で安心して生活し、社会全体
で尊重されるべきあるため。また、高齢者に
ついて理解を深め、火災予防の啓発にいか
すため。

毎日のニュースや新聞記事等に注目し朝礼
等で情報共有及び意見交換を行う。

全国的にみて、住宅火災による死者のうち
65歳以上の高齢者は、ここ数年7割前後で
推移しています。当課では住宅防火対策を
課題とした施策を展開しているところです。
高齢者は避難行動の際に体力的条件など
により逃げ遅れることが考えられることなど、
高齢者に見られる特徴を把握し説明を行っ
ていく必要があるということなどを課内であら
ためて共有し、住宅防火対策のチラシを自
治会を通して全戸に配布し市民に住宅防火
を呼びかけました。

高齢者の火災予防に対する取組について、
より理解を得られたのではないかと考えま
す。
今後も、継続的に実施していくことが必要で
あると考えております。

108

査
察
指
導
課

就労者における人権の確
保

⑧

階級といった他の部署とは異なる消防職場
という特性から、就労者の人権の確保を意
識して業務に携わる必要がより必要であるも
のと捉えている。知識として覚えることは勿論
のこと、労務管理など人権を意識した取組を
することが職員として大切なことと考えること
からテーマ設定とした。

研修冊子等を用いた教養を実施すること
で、基本的なことや現状について学ぶととも
に、意見交換を行い、より身近な問題として
一人一人の啓発に繋げ、理解を深めていき
たい。また、人権研修などに参加した際に
は、課内会議等を通じてより我が事として捉
えられるよう周知し、より柔軟な視点を持った
業務を行えるよう配慮したい。

人権研修資料や、他市を含む他課で発生し
たハラスメント事例などを題材に朝礼や課内
会議で教養を実施した。また、休暇取得など
について可視化し計画的に業務を進める指
標とするなど、全員で情報共有を図った。

消防特性があるとはいえ、改めて就労者の
人権について学習することで更なる意識向
上や取組に繋がったものと思慮する。相手
の立場を尊重しながら、広い視野で業務の
平準化や労働時間の削減などを考慮した労
務管理を行いつつ、継続した人権に対する
理解を深める必要がある。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

消
防
局

（
つ
づ
き

）

109
警
防
課

ダイバーシティ＆イ ンク
ルージョンの考え方を身に
つける。

①

階級制度及び女性職員も当直勤務する消
防の職場においては各種ハラスメントが発生
しやすい環境であり、職員のコミュニケーショ
ン能力及び信頼関係の構築及び職員一人
一人が同僚を思いやる環境作りが必須であ
ること。

ハラスメントや不祥事のニュース記事等につ
いて課内で周知する。また、ミーティング等
を定期的に行い、各担当間でも、お互いの
業務等を理解し働きやすい職場環境を構築
する。

人権啓発リーフレットを各自閲覧し、人権に
対する理解を深め、コミュニケーションを積
極的に取った結果、明るい職場環境を作る
ことができた。不祥事防止については、不祥
事関連のニュース等を全員が閲覧し、話し
合うことでハラスメントにつながるヒヤリハット
も無かった。

業務を効率よく行うために、コミュニケーショ
ンは必須であり、お互いを尊重する事の大
切さを再認識できた。反省点としては、課内
で当直勤務職員と日勤業務職員が混在して
おり、全員がコミュニケーション及び意見交
換等を行うことが数少なかったので、次年度
以降は解消していきたい。

110

救
急
救
命
課

「市民が安心して安全に
暮らせるために備える救
急体制」について検討す
る。

⑦

近年、救急出動件数の急増とともに、新型コ
ロナウイルス感染症により、市民の救急車利
用に対する意識が変わりつつある。その中
で、救急隊は出動増加の一途を辿ってお
り、常に救急車が出払い、必要な時に必要と
する傷病者のもとへ迅速に救急車が到着で
きず、「すべて国民は、健康で文化的な最低
限度の生活を営む権利を有する」ことの保証
が担保できなくなることが危惧されることを理
解するため。

市内における救急需要分析、将来人口推計
に基づく救急出動の将来推計等をもとに、
今後の救急需要を把握し、適切な救急サー
ビスを維持するための体制について検討す
る。併せて、市民に適時・適切な救急車の利
用を呼びかけ、本当に救急車を必要とする
人が必要な時に、安心して救急車を利用で
きることを目標として、適正利用に対する市
民への周知方法について検討する。

救急需要分析、救急出動の将来推計を行
い、将来の藤沢市の救急需要予測を行っ
た。その中で、軽症や交通手段として救急
車が利用されることにより、救急車の出動体
制がひっ迫すること、それによって真に救急
医療を必要とする傷病者の人権が、不利益
を被ることについて課内で議論を行った。

傷病者の権利を主体に、将来の救急体制構
築の必要性について、認識することができ
た。一方で、適時・適切な救急車利用に対
する啓発は、種々の要因で救急車を利用す
ることが余儀なくされるケースもあることから
慎重に検討する必要がある。

111

南
消
防
管
理
課

セクシュアルマイノリティに
ついて理解する

①

「人権文化をはぐくむまちづくり指針」の基本
理念から、様々な生き方や考え方について
学ぶ必要がある。

消防業務や職場環境においての課題点を
抽出するため。

人権啓発用DVDを視聴し、セクシュアルマイ
ノリティについて理解を深め、今後消防業務
や職場環境に置いての課題点について課
内で話し合いを行った。

セクシュアルマイノリティについて理解を深
めることができた。
現在のところ施設や職場環境で困っている
という話は聞いていないが、皆が気持ちよく
働くことができる環境について、他都市の取
組なども調査していく必要があると感じまし
た。

112

北
消
防
管
理
課

ジェンダー平等を実現し、
より良い職場環境を！

①

ダイバーシティ（働く人の多様性）が広がり、
新たな雇用形態の職員や子育てなど様々な
事情のある職員などが従来とは異なる柔軟
な働き方で働くようになってきている。職場で
働く人が多様化すると、働き方についての一
人ひとりの価値観も多様化する。そのために
働き方改革を円滑に進め、より良い職場環
境を作る必要がある。それにはハラスメント
対策（人間関係の円滑化対策）を並行して
進めていくことが不可欠だと考える。

・職場内での人権にも配慮し、コミュニケー
ションの向上を図りながら、課内会議等にお
いて、具体的な対応等について意見交換を
行い、お互い協力しあえる体制を構築する。
・ｅラーニングやWeb研修ツールを活用し、
自主研修を行う。
・『ふじさわ人権文化をはぐくむまちづくり指
針』を確認し、市民対応を行う。

令和５年度人権ｅラーニング研修を受講した
のち、朝礼及び夕礼等において、人権に関
するトピックについて話し合いを行った。セク
シュアルマイノリティ及びジェンダー平等に
関する各種資料を共有することにより、人権
の重要性や具体的な問題について理解を
深めることができた。

差別や偏見、人権侵害につながる行動を防
ぐための意識を高めることができた。ハラスメ
ント対策は、すべての職員が安心・安全に働
くことができる職場環境を確保するための重
要な取組であり、組織全体で意識を高め、
継続して行っていく必要がある。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

教
育
部
5

113

教
育
総
務
課

子どもの人権を考える ～
教育委員会職員としてで
きること～

②

令和４年度の、ふじさわ人権協議会委員か
らのコメントに基づき、今年度も再度設定す
るもの。

・朝礼、課内会議、担当内会議で、様々な
「気づき」を伝える。
・人権啓発資料を回覧、掲出する。
・人権団体が主催する研修に参加する。
・日々の業務のなかで子どもの人権擁護に
ついて、職員としてできることを考え、実行す
る。

教育委員会では、児童生徒に関係するプレ
スリリースや公開文書を扱うことがあります。
その際には、子どもの人権の擁護として、個
人や地域が特定されうる情報の取扱いは厳
に留意し、差別や偏見が起きないよう、注意
を払いました。
また、人権啓発資料を通路の見やすい位置
に掲出し、課の職員だけではなく、来課した
他課の職員にも「何気なく」見てもらえるよう、
工夫しました。
「全国中学生人権作文コンテスト」入賞作文
集を回覧し、「子どもたちが考える人権」を各
自で考えた。

教育委員会職員として、子どもの差別や偏
見は起こさないという信念を持ち、業務に取
り組むことができた。
教育委員会は、日々新たな課題があるが、
忙しいなかでも、集合型研修の時間も持て
れば、さらにお互いの気づきが共有できると
思うので、機会を考えたい。

・課内会議において、「人権・環境・平和教
育担当者会」のスライドを使って、市の人権
施策推進指針改定版の紹介や教育指導課
から発出しているリーフレット（人権やセクハ
ラ防止、いじめ防止等）を情報共有した。
・県「人権教育指導者養成研修講座」（全8
回）、県市町村「人権教育担当者研修会」
（全4回）、湘南三浦教育事務所管内「気づく
感じる人権教育研修会」（全2回）、「人権学
校」（14講座）など、人権に関する研修会や
講演会に参加し、自身の人権感覚を磨くとと
もに、そこで得た知識や情報を課内会議を
通して共有することで、職員の意識の啓発を
図った。
・7月には「セクシュアルハラスメント防止」に
ついて、12月の人権週間前には「子どもの
人権」について、リーフレットを作成し、全市
立小・中・特別支援学校児童生徒向けに
データで配付した。また、教育委員会のホー
ムページにも掲載し、広く周知した。
・人権教育担当者会（年2回）の第2回では星
槎大学大学院の阿部利彦教授を講師に招
き、子どもの人権をテーマに講演会を企画
し、学校教育における必要な知識と新たな
情報を提供する予定。

②

職員一人ひとりが、学校教
育や社会教育の視点か
ら、子どもの人権を尊重す
ることの重要性を正しく認
識し、より身近な問題とし
ての理解を深め、人権感
覚を磨く

子どもに関わる人権課題が複雑化・多様化
する中、子どもを取り巻く様々な人権課題に
理解を深め、人権意識の向上と人権感覚を
磨くことで、学校訪問や様々な研修会、担当
者会等における情報提供の機会を通して、
幅広い視点から指導・助言を行えるようにす
るとともに、職員一人ひとりが日々の業務や
市民に対して適切に対応できる必要がある
ため。

114

教
育
指
導
課

課内会議を通じて、子ども基本法の趣旨の
理解や人権施策推進指針、各種リーフレット
の内容の理解を深めるきっかけとなり、日々
の業務の改善につながった。

今回は、子ども基本法をはじめ、子どもの人
権をメインに取組を進めたが、他の人権課
題（生活困窮、外国につながりのある方等）
についても、今後も継続的・計画的に理解を
深める機会を設けていく必要がある。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
部 №

年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

教
育
部

（
つ
づ
き

）

115

学
務
保
健
課

さまざまな人の人権を尊重
する意識を高める。

⑥

外国につながりのある市民や経済的な理由
で就学に困っている家庭等、業務において
さまざまな方の対応が必要なため。また、
年々、外国につながりのある方の就学に関
する問い合わせ、窓口対応等が増えている
ため。

市民からの問い合わせの多い業務につい
て、課内会議や職場研修の中で人権啓発
の機会を設け、課の一人ひとりが人権擁護
を意識した基本的な対応ができる体制づくり
に努める。

昨年度と同じ取組内容ではあるが、継続して
取り組むことによって、一人ひとりがより人権
擁護を意識した対応ができるようになってき
た。年々、外国につながりのある児童・生徒
の就学が増えている中で、継続して取り組む
ことの大切さを感じた。また、外国につながり
のある児童、生徒の保護者へ、英語、スペイ
ン語、ポルトガル語、中国語、韓国語、朝鮮
語、ベトナム語の就学案内を送付した。

市民からの問い合わせの多い業務につい
て、課全体で共通理解を図ることで、人権擁
護を意識した対応ができるようになってきた。
年々、外国につながりのある児童・生徒の就
学が増えてきているので、基本的な業務内
容について課全体で共通理解を図ることは
とても大切なことである。今後も情報交換や
研修の場を生かし、人権擁護を意識した対
応に努め、就学に関して、外国につながりの
ある方の不安を少しでも取り除くことができる
ようにしていきたい。

116

学
校
給
食
課

ハラスメントを無くすため
に

⑧

労働施策総合推進法等が改正され、職場に
おけるパワーハラスメント防止のために、雇
用管理上必要な措置を講じることが事業主
の義務となったものの、未だに職場における
さまざまなハラスメントが問題となっていま
す。給食職場も例外ではなく、ハラスメントを
理解することが必要だと感じ、このテーマを
設定しました。

課内会議や職場研修等の機会をとらえて、
セクシュアルハラスメントのDVDを視聴し、意
見交換を行い、理解を深める。

DVD「わかったつもりでいませんか？セクハ
ラ対策の新常識 セクハラになる時・ならな
い時」を視聴し、課内において意見交換を
行った。意見としては、相手がどう受け止め
るかが一番大切、時代と共に感じ方も変わる
のでアップデートしていくことが大事、という
意見があった。また、セクハラを恐れるあまり
踏み込んだコミュニケーションができなくなっ
ている、という意見もあった。

価値観や考え方は人それぞれであり、普段
からコミュニケーションを欠かさず何でも話し
合える環境を作ることが大事であると再認識
でき、セクシュアルハラスメントに対する意識
向上が図られた。

117

学
校
施
設
課

障がいのある人の人権に
ついて学ぶ

④

職場における人権の尊重について学び、ま
た、施設の改修に携わる職員として、障がい
のある人への配慮、バリアフリーの必要性に
ついて、理解を深める必要があるため。

（動画教材）「障害のある人と人権 誰もが住
みよい社会をつくるために」を視聴し、視聴
後に意見交換を行う。

（動画教材）「障害のある人と人権 誰もが住
みよい社会をつくるために」を視聴し、視聴
後に意見交換を行った。

動画教材を視聴し、意見交換を行う中で出
た意見として、人権を尊重することについ
て、具体的な事例を知ることができてよかっ
た、障がいのある人への配慮について、実
例を知り、理解を深めることができた、お互
いの個性や違いを認め、相手への思いやり
の気持ちを学ぶいい機会となった、等の意
見があり、人権を尊重する意識や啓発の気
持ちの重要性を共有することができた。

行
政
委
員
会
等
7

118

議
会
事
務
局
総
務
課

議会活動において発生す
る様々な人権問題を把握
し、対応策を検討する。

⑧

昨今、社会の注目を集めているセクハラや
パワハラなどのハラスメント、不当な差別など
について理解を深め、議会における人権擁
護の必要性について意識を高める目的によ
る。

他自治体の先進事例について行政視察を
行うとともに、研修会を開催して議会全体と
して問題意識を共有する。

議会改革検討会の行政視察として、埼玉県
川越市と北海道栗山町を視察し、「ハラスメ
ント根絶条例」や「議員倫理条例」等につい
て先進事例の調査を行いました。また、柏市
議会の「ハラスメント防止のための条例制定
に向けた検討会」座長を講師として招き、
「ハラスメント防止条例」について議会研修を
開催しました。

行政視察や議会研修を通して、議会全体の
問題意識が高まりました。今後、藤沢市議会
としてのルール作りに向けて、協議を重ねて
いきたいと考えています。
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課名等
具体的な取組結果 効果・反省点等

令和５年度 人権意識啓発に関する年間テーマ、取組予定、取組予定、具体的な取組経過・結果、今年度の効果・反省点等
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年間テーマ
分野別
番号 テーマ設定の理由 取組内容

行
政
委
員
会
等

（
つ
づ
き

）

119
議
事
課

障がいのある人の人権を
尊重した体制づくり

④

議会基本条例の趣旨に則り、全ての人に優
しい、わかりやすい、開かれた議会を実現す
るため、障がいのある方も議会の傍聴等でき
る体制を整備する。

・来庁できない方に対して、インターネットに
よる同時中継及び録画配信、議会だよりの
点字版、音声版を発行するなど、様々な情
報発信に努める。
・手話通訳及び要約筆記を行う環境を引き
続き整え、様々な方法で周知する。
・本会議等議場で行う会議においては、難
聴者用ヒアリングループの貸し出しを行う環
境を引き続き整え、様々な方法で周知する。

・インターネットによる同時中継及び録画配
信や議会だよりの点字版、音声版の発行を
引き続き実施した。
・手話通訳及び要約筆記を行う環境を整え、
引き続き周知した。
・本会議等の議場で行う会議においては、
難聴者用ヒアリングループの周知と貸し出し
を行った。
・議会運営委員会の行政視察において、
「手話通訳・傍聴席字幕・インターネット字幕
中継」について先例市の視察を行った。
・視覚障がいのある方から陳情提出の希望
があり、職員が話を聞き、要約筆記を行うな
ど合理的配慮を行ったことで、陳情の提出
に至った。

難聴者用ヒアリングループの貸し出し件数に
ついては、今年度現時点で１件あった。
引き続き、藤沢市議会基本条例の理念に基
づき、すべての人に優しく、わかりやすい、
開かれた議会運営に努めるとともに、様々な
形での情報発信に努めていく。

120

監
査
事
務
局

インターネット上における
人権を学ぶ

⑪

インターネットの普及により、気軽に情報を
発信したり、発言を行うことができるように
なったが、個人を誹謗中傷する書き込みに
より、人権を侵害する事件が後を絶たないこ
とから、インターネット上における人権につい
て理解する必要があるため。

DVD教材を視聴し、それぞれに感じたことを
発表することにより、自身の気づきにつなげ
ていく。

DVD教材「いわれなき誹謗中傷との闘い-ス
マイリーキクチと考えるインターネットにおけ
る人権」を視聴し、それぞれに感じたことに
ついて意見交換を行った。

普段、SNSなどを使用していない職員も、な
にかのきっかけで、加害者にも被害者にもな
る可能性があることを学んだ。また、なぜ、イ
ンターネットの情報を正しいものとして信じて
しまうのか？という疑問もあげられた。教材の
中でも触れられていたが、記事を書いた人
を疑ってみるということも大事なことであるこ
と、インターネットの先にあるのは、同じ人間
でありること、インターネット上の発言であっ
ても自身の発言には責任を持つことにより、
知らず知らずのうちに加害者になることを避
けることができることなどを学んだ。

121

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

障がいのある人の人権に
ついて学ぶ

④

選挙については、高齢者や障がい者に対し
て投票の機会を確保するため、様々な対応
が求められている。きめ細やかな対応をする
ためには障がいのある人がどのようなことを
求めているのか学ぶ必要があるため。

DVD等の教材を活用した職場研修を行い、
意見交換を行う。

DVD「障害のある人と人権（誰もが住みよい
社会をつくるために）」を視聴し、意見・感想
を出し合うことで、障がいのある人の人権に
ついて理解を深めた。

DVDを視聴したことにより、各自が障がいの
ある人の人権や合理的配慮配慮について
考える良い機会となった。自分が担当する
業務に当てはめて、何か改善できることがな
いか考えた職員や、自分の私生活の中で考
え、認識が甘かったと改めて気づく職員もお
り、人権意識の向上が図れた。
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122

農
業
委
員
会

事
務
局

ジェンダー平等社会につ
いて

①

一人一人が互いの違いを認め合い、思いや
りの気持ちを育む職場環境づくり

内閣府男女共同参画局作成のみんなで目
指すSDGｓ×ジェンダー平等について学習
する。また、DVDを活用し、ジェンダー平等
社会に気づく。

朝礼において、些細なことでも報告や相談を
するよう職場全体で心がけることにより、職員
同士が挨拶や声掛けがしやすい環境ができ
ている。ジェンダーを学習したことにより、ほ
かの人権感覚も身についた。

よくまとまったパンフレットの活用により、ジェ
ンダー平等を学習できた。また、DVD鑑賞を
することで一定の効果があった。全職員が参
加することができ、課内で意識共有を図るこ
とができた。毎年人権について学ぶことは、
新たな気づきに繋がり大切であることを再確
認できた。

123

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

事
務
局

自治体のDXを推進におけ
るインターネット上の人権
課題

⑪

自治体がDXを推進する中で、インターネット
を利用した「電子申請」によりオンブズマン事
務局も申立てと取消ができるようになってい
る。新型コロナの影響からか、現在は、ほぼ
全件が電子申請に移行している。このことか
らインターネット利用上の人権について考え
てみた。

電子申請は、相手の顔を見ることも、声を聴
くこともなく、オンブズマンに申立てをするこ
とができる、これは簡単に利用できるイン
ターネットの良い点でもあり悪い点でもあると
言える。インターネット利用の注意点を確認
するため、DVD教材を利用し職員間でイン
ターネットの人権について意見を交換した。

教材のDVD「インターネットと人権、加害者
にも被害者にもならないために」は、簡単な
気持ちで写真をメンバー限定のSNSに載せ
たが、メンバー以外に拡散してしまった。写
真の精度も高いため、背景などから個人情
報が特定され、取り返しのならない事態に追
い込まれた。これを見て職員間で意見交換
をしたところ、一旦表へ出た情報は、消して
も拡散しているため、すべての除去は不可
能である。行政としても間違った個人情報を
出した場合、人権侵害など取り返しが効かな
いことになるので、慎重を期すことが大事で
あると再確認した。

ありがちな注意点として、メールの送信の
時、複数の所へ送る場合、BCCにしないと送
付先が全員にわかってしまうこと。送る内容
と送り先の取違をしないようにすること。メー
ルが届かない場合戻って来たことに気が付
かないで放置することなどがある。たしかに
インターネットは便利であるが、紙文書のよう
に物が目の前にあるわけでもなく、具体的に
中の確認を確実に行えない。クリックするだ
けで、その瞬間に出てしまうので慎重に取り
扱いしないといけないと再認識した。

124
会
計
課

「同和問題と人権」 他市の
取組から

⑤

何世紀も前に生み出され、いまだに残って
いる日本固有の人権問題について学び、正
しい知識を身につけることで、「好きなことを
学び、自由に職業を選び、好きなところに住
み、人種や性別、社会的身分などによって
不平等な扱いを受けない権利」である人権
について理解を深めたいと考えたため。

他市の取組を中心に、情報収集し、レジュメ
を作成してToDo機能で共有する。また、法
務省の人権啓発コンテンツ「部落差別（同和
問題）」として法務省チャンネルで公開され
ているYouTube「同和問題 未来に向けて 」
を視聴する。

現在も差別が残っていることを改めて認識
し、同和問題の解決に向けて、知識を深め
ることができた。また、研修後に、課員から寄
せられた感想や経験等に基づく様々な意見
等について共有を図った。

研修の実施が、各自が同和問題及び人権
について、改めて考えるきっかけとなった。
多くの課員から率直な感想や意見の発信が
あり、多様な考え方を課内で共有し、理解を
深めることが出来た。

行
政
委
員
会
等

（
つ
づ
き

）
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